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感
謝
と
喜
び
を
胸
に

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
！

地域の相談役　新民生委員・児童委員を紹介
60th徳島駅伝　還暦大会で見せた古豪の意地！
特集　豊かな自然が生み出す 阿南の魅力と可能性



徳
島
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
　
　

▼
富
岡
分
団　

佐
野
大
造
▼
中
野

島
分
団　

石
川
孝
之
▼
宝
田
分
団　

岩
淺　

広
▼
長
生
分
団　

中
村
武

康
・
久
積
芳
之
▼
大
野
分
団　

堺

和
義
・
上
原
充
裕
▼
加
茂
谷
分
団　

谷　

光
二
・
小
野
和
也
▼
見
能
林

分
団　

杉
本
忠
弘
▼
桑
野
分
団　

田
中　

徹
・
北
條
春
樹
▼
新
野
分

団　

久
米
秀
昭
▼
福
井
分
団　

日

浦
基
之
▼
椿
分
団　

撫
養
修
典
・

小
川
純
史
▼
那
賀
川
分
団　

前
田

久
夫
・
小
濱
鉄
也
▼
羽
ノ
浦
分
団　

中
野
高
資
▼
消
防
本
部　

秋
本
徳

茂
・
川
原
和
秀

徳
島
県
知
事
感
謝
状

伊
島
少
年
消
防
隊
お
よ
び
関
係
者

一
同徳

島
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

▼
富
岡
分
団　

矢
野
明
人
・
山
本

秀
樹
▼
中
野
島
分
団　

泉　

宜
礼

▼
宝
田
分
団　

山
ノ
井
秀
宏
▼
長

生
分
団　

林　

博
之
・
朝
田
庄
二

▼
大
野
分
団　

中
村
栄
典
・
井
口

浩
明
▼
加
茂
谷
分
団　

稲
生
哲

也
▼
見
能
林
分
団　

中
川
満
雄
・

杉
本
忠
弘
▼
桑
野
分
団　

田
中　

徹
・
江
口
太
郎
▼
新
野
分
団　

四

宮
照
造
▼
福
井
分
団　

井
坂
利
章

▼
椿
分
団　

斎
藤
誠
二
▼
那
賀
川

分
団　

笹
岡　

洋
▼
羽
ノ
浦
分
団　

中
野
高
資

【
精
績
章
】

▼
富
岡
分
団　

山
内
浩
三
・
岡　

一
・
白
濱
哲
也
▼
中
野
島
分
団　

柴
田
人
誌
▼
宝
田
分
団　

湯
浅　

覚
▼
長
生
分
団　

谷　

和
紀
・
澤

田
長
彦
・
米
田　

徹
▼
大
野
分

団　

中
村
栄
典
・
平
野
正
晃
・
古

川
繁
治
▼
加
茂
谷
分
団　

久
保
浩

二
・
谷　

真
也
・
久
保
英
治
▼
見

能
林
分
団　

小
濱
嘉
洋
・
長
尾
光

敏
・
横
手
忠
彦
▼
橘
分
団　

保
岡

貴
裕
▼
桑
野
分
団　

田
中　

徹
・

悦
見
雅
一
・
平
山　

巌
▼
新
野
分

団　

岩
尾
嘉
臣
▼
福
井
分
団　

原

田　

真
・
猿
瀧
章
浩
・
大
羽
克
己

▼
椿
分
団　

谷
脇
文
明
・
久
保
脇

正
儀
・
助
野
逹
朗
▼
那
賀
川
分
団　

高
鶴　

覚
・
中
島
広
紀
・
岡
本
浩

幸
▼
羽
ノ
浦
分
団　

安
達
寿
和
・

福
島
啓
仁
・
久
米
唯
夫

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
団
本
部　

稲
田
佳
恵
▼
富
岡
分

団　

伊
藤　

透
・
品
川
浩
一
▼
中

野
島
分
団　

小
笠
一
博
・
吉
成

誠
司
▼
宝
田
分
団　

米
田
章
法
・

厚
田
遠
一
郎
・
汐
﨑
満
文
・
湯

浅　

覚
▼
長
生
分
団　

喜
田
武

志
・
蔭
山
雅
之
▼
大
野
分
団　

福

井　

勲
・
山
田　

聡
・
坂
本
哲
也
・

美
馬
徹
也
▼
加
茂
谷
分
団　

湯
浅

悦
児
・
國
貞
昭
博
・
野
村
浩
史
・

竹
内
一
洋
・
阿
竹
博
紀
・
吉
田　

陽
・
湯
浅
喜
文
・
湯
浅
元
大
・
湯

浅
逸
人
・
森　

栄
治
・
曽
我
井
和

朗
・
井
沢
秀
一
・
日
下　

洋
・
谷

真
史
・
近
藤
慎
也
▼
見
能
林
分
団　

土
橋
孝
理
・
亀
谷
直
樹
・
横
手
直

樹
・
山
川
博
工
▼
橘
分
団　

丸
山

和
也
・
岩
佐
和
幸
・
中
西
雅
英
・

岡
部
哲
也
▼
桑
野
分
団　

鎌
田
直

彦
・
佐
野　

守
▼
新
野
分
団　

久

保
上
哲
良
・
近
藤
考
德
▼
福
井
分

団　

湯
浅
将
由
・
吉
崎
弘
明
▼

椿
分
団　

藤
目　

僚
・
中
田
和

也
・
平
尾
義
德
・
川
西　

徹
・
神

野　

太
・
川
西
祐
作
▼
那
賀
川
分

団　

堀　

昌
宏
・
西
岡
伸
啓
・
谷

澤　

誠
・
小
松
欣
徳
・
松
岡　

賦
・

大
坂
悟
司
・
田
上
祐
史
▼
羽
ノ
浦

分
団　

多
田
紀
普
・
大
川
康
宏
・

尾
﨑
正
和
・
浜
田
和
樹

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
富
岡
分
団　

田
中
秀
典
・
新
居

正
裕
・
高
原
一
之
・
森
本　

太
・

宮
井
征
昭
・
表
原
賢
人
・
川
上
哲

也
・
中
川
満
広
・
白
浜
元
清
▼
中

野
島
分
団　

西
野
修
平
・
中
岡
真

規
▼
宝
田
分
団　

桑
村
健
二
▼
長

生
分
団　

車
田
鉄
也
・
吉
田
諭
史
・

久
積
崇
広
・
吉
田
輝
明
▼
大
野
分

団　

竹
治
将
臣
▼
加
茂
谷
分
団　

阿
竹
賢
尚
・
山
下
晴
己
・
大
岡
浩

章
・
井
澤　

徹
・
阿
部　

宏
▼
見

能
林
分
団　

山
田
和
男
・
横
手
和

　
阿
南
市
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防

防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常

時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の

安
心
と
安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
訓
練
で
培
わ
れ
た

操
法
技
術
は
県
下
一
と
も
い
わ
れ
、
私
た
ち

市
民
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
。

　
去
る
１
月
５
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
阿
南
市
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
約
５
０
０
人
の
消
防

団
員
・
消
防
職
員
が
、
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
功

績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
、
表
彰
状
と
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

※
１
月
１
日
現
在
の
消
防
団
員
数　
１
４
５
６
人

磨
か
れ
た

操
法
技
術
は

県
下
一

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
消
防
団
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彦
・
尾
﨑
帯
刀
・
伊
勢
千
広
・
四

宮
兵
庫
・
山
本
大
志
・
川
畑
達
郎

▼
橘
分
団　

北
内
太
一
・
小
池
隆

海
・
日
下
貴
誉
・
中
西
貴
宣
・
山

本
宜
弘
・
岸
野
正
和
・
岡
部
勇
輝
・

廣
瀬
匡
彦
▼
桑
野
分
団　

江
口
幸

嗣
・
吉
田
和
弘
・
久
慈
守
彦
▼
新

野
分
団　

岩
田
芳
明
・
数
藤
貴
弘
・

川
崎
達
也
・
福
持
公
策
・
森　

慎

太
郎
▼
椿
分
団　

江
本
光
晴
・
長

坂
浩
一
・
伊
勢
拓
也
▼
那
賀
川
分

団　

柴
田
昌
明
・
清
野
哲
司
・
向

井
田
拓
哉
・
浅
井
宏
文
・
丸
木
貴

功
・
吉
田
秀
樹
・
杉
野　

学
・
長

町
昌
一
・
西
岡
宏
記
・
福
住
成
樹

▼
羽
ノ
浦
分
団　

安
達
修
久
・
井

本
明
利
・
森　

康
之
・
島
野
澄
英
・

福
島
健
太
・
石
川
貴
充

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

【
内
助
功
績
】

▼
団
本
部　

谷
村
淳
子
・
清
野
春

代
▼
富
岡
分
団　

山
下
里
香
・
新

居
志
津
▼
長
生
分
団　

久
積
京

子
・
福
井
知
江
美
▼
加
茂
谷
分
団　

湯
浅
滿
子
▼
桑
野
分
団　

井
坂
智

子
・
二
宮
泰
子
・
前
田
貞
子
・
桑

田
美
穂
・
大
羽
美
貴
代
・
山
西
明

子
▼
新
野
分
団　

加
茂
寿
子
・
青

江
章
代
・
上
田
八
重
▼
福
井
分
団　

日
下
美
恵
子
▼
椿
分
団　

天
羽
し

の
ぶ
・
撫
養
千
恵
▼
羽
ノ
浦
分
団　

那
住
朋
子

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

【
年
間
無
火
災
】

▼
桑
野
分
団

阿
南
市
長
感
謝
状

【
内
助
功
績
】

▼
富
岡
分
団　

阿
部
史
子
・
岡
田

民
子
・
白
濱
恵
子
▼
中
野
島
分
団　

泉　

清
▼
宝
田
分
団　

清
崎
秀
美

▼
大
野
分
団　

近
藤
佐
誉
子
▼
加

茂
谷
分
団　

谷　

玲
子
・
町
田
美

和
子
・
吉
岡　

薫
▼
見
能
林
分
団　

杉
本
京
子
▼
橘
分
団　

湯
村
貴
子

▼
桑
野
分
団　

村
上
敏
子
・
紅

露
詩
子
・
南　

房
子
▼
新
野
分
団　

久
米
道
子
・
岡
川
久
美
子
・
松
田

み
ど
り
・
古
屋
里
香
・
大
西
英
夫

▼
椿
分
団　

助
田　

幸
・
小
浜
か

お
り
・
斎
藤
正
美
▼
那
賀
川
分
団　

渡
川
真
由
美
・
葉
久
美
千
子
・
美

馬
昌
子
・
福
岡
広
子
▼
羽
ノ
浦
分

団　

牛
城
真
由
美
・
定
本
明
美
・

井
上
享
子
・
竹
治
真
由

【
親
子
三
代
】　　
　
　
　
　
　

▼
富
岡
分
団　

高
原
一
之
・
高
原

裕
司
・
表
原
賢
人
・
濱
田
智
也
▼

宝
田
分
団　

川
田
浩
二
・
岡
久
彰

浩
▼
長
生
分
団　

宮
崎
恭
輔
・
岡

久
義
史
・
岡　

圭
一
・
岡
久　

潤
・

棚
野
充
普
・
芝
山
大
輔
▼
加
茂
谷

分
団　

森
野
良
一
・
岡
本
光
弘
・

佐
々
博
凡
・
森
岡
嘉
広
・
野
村
朋

之
・
野
村
浩
史
・
竹
内
一
洋
・
森

岡
和
仁
・
林　

和
幸
・
谷　

陽
平
・

山
下
晴
己
・
吉
川
裕
之
・
湯
浅
哲

郎
・
片
山
浩
一
・
片
山
聡
司
・
片

山
武
紀
・
片
山
正
樹
・
井
澤　

徹

▼
見
能
林
分
団　

山
川　

知
・
来

宝
浩
資
・
前
田
健
一
・
滝
口
浩

二
・
山
川
博
工
▼
新
野
分
団　

重

村　

覚
▼
椿
分
団　

宮
崎
祥
太
・

井
村
純
也
・
平
尾
義
德
・
武
田
峰

和
・
米
山
計
磨
・
木
本
春
起
・
川

西
直
也
・
川
西　

智
・
神
野
譲
二
・

神
野
隼
平
・
伊
勢
拓
也
・
尾
﨑
裕

介
・
神
野
和
馬
・
神
野
将
央
・
斎

藤
健
太
▼
那
賀
川
分
団　

清
野
哲

司
▼
羽
ノ
浦
分
団　

柴
田
篤
志
・

富
永
祐
司
・
大
島
裕
也
・
丈
池
雄

輔
・
古
住
達
也

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

【
防
犯
功
労
】

▼
中
野
島
分
団
▼
宝
田
分
団

消防出初式　　住民の安全と安心を守る消防団

消防団には地域の皆さんの力が必要です。
防災体制の充実・強化にご協力ください。
入団条件
・阿南市内に居住、または勤務している方
・郷土愛に溢れボランティア精神の旺盛な方
・入団時の年齢が18歳以上40歳未満の方
で消防団活動に支障のない方
問い合わせは　警防課（☎22ー3796）へ

消防団員募集中！
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昨
年
、
８
月
23
日
に
開
幕
し
ま

し
た
「
平
成
25
年
度
阿
南
市
体
育

祭
」
は
、
12
月
22
日
の
体
操
競
技

を
も
っ
て
全
日
程
（
23
競
技
）
が

終
了
し
ま
し
た
。
約
３
６
０
０
人

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
22
競
技
に
お
け
る
優
秀

者
お
よ
び
優
秀
団
体
が
、
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
発
表
い

た
し
ま
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
・
敬
称
略
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

▼
中
学
男
子　

野
田
諒
也
・
富
永

貴
行
（
阿
南
一
）
▼
同
女
子　

黒

田
央
香
・
松
本
果
南
（
羽
ノ
浦
）

▼
一
般
男
子　

富
田
賀
雄
・
大
橋

祥
太
（
市
役
所
）
▼
同
女
子　

前

川
彩
香
・
橋
本
愛
可
（
富
岡
東
高
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

▼
小
学
生
男
子　

岩
田　

隼
▼
同

女
子　

篠
原
瑠
那
▼
高
校
男
子

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス　

古
川
敦
史

（
高
専
）
▼
同
ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ

ス　

秦　

辰
季
（
阿
南
工
）
▼
同

女
子　

新
田
莉
乃
（
高
専
）
▼
一

般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

黒
川
貴
史

（
日
亜
）
▼
同
ダ
ブ
ル
ス　

黒
川

貴
史
・
古
山
秀
樹
（
日
亜
）
▼
同

女
子　

中
飯
カ
ツ
恵
・
山
口
裕
美

（
シ
オ
ン
）
▼
ベ
テ
ラ
ン
シ
ン
グ

ル
ス　

横
手　

勲
（
シ
オ
ン
）
▼

シ
ニ
ア　

Ｂ
チ
ー
ム（
丸
岡
敏
明
・

吉
田
富
男
・
中
村
克
孝
・
山
本
修

三
・
河
崎
敏
男
・
林　

法
子
・
由

岐
中
幸
子
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部　

井
藤

璃
乃
（
富
岡
西
）
▼
同
３
部　

田

村
亜
光
（
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
小
翼
＋
１
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部　

和
泉
智

子
・
夏
野
優
香
（
日
亜
）
▼
同
３

部　

田
村
亜
光
・
田
村
花
捺
（
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
小
翼
＋
１
）
▼
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
１
部　

小
川
浩
之（
日
亜
）

▼
同
２
部　

山
田
喜
久
（
長
生
ク

ラ
ブ
）▼
同
３
部　

吉
野
良
祐（
富

岡
西
）
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部　

西
原
賢
一
・
秦
野
智
宏
（
四
国
電

力
）
▼
同
２
部　

森
野
公
明
・
三

谷
宜
弘
（
王
子
製
紙
）
▼
同
３
部　

大
岡
達
也
・
播
岡
航
平
（
高
専
）

【
水
泳
】

自
由
形　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

篠
本
賢
伸
（
中
野
島
）
▼

同
女
子　

立
石
友
莉
亜
（
今
津
）

▼
同
男
子
50
ｍ　

勢
井　

葵
（
中

野
島
）▼
同
女
子　

田
中
真
菜（
富

岡
）
▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

岡
本
倫
太
郎
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

増
井
樺
乃
（
中
野
島
）
▼
同
男
子

50
ｍ　

村
上
喜
一
（
今
津
）
▼
同

女
子　

湯
浅
詩
音
（
富
岡
）
▼
中

学
男
子
50
ｍ　

白
濱　

聖
（
阿

南
）
▼
同
女
子　

原
田
一
葉
（
阿

南
）
▼
同
男
子
１
０
０
ｍ　

白
濱　

聖
（
阿
南
）
▼
一
般
25
ｍ　

島
田　

充
（
阿
南
水
連
）
▼
同
１
０
０
ｍ　

島
田　

充
（
阿
南
水
連
）
▼
70
歳

以
上
25
ｍ　

瀬
底
治
宣

平
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

米
元
圭
介
（
岩
脇
）
▼
同

女
子　

川
越
百
々
花
（
中
野
島
）

▼
同
女
子
50
ｍ　

田
中
真
菜
（
富

岡
）
▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25

ｍ　

山
本
恭
平
（
富
岡
）
▼
同
女

子　

西
田
真
悠
華
（
富
岡
）
▼
同

男
子
50
ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
今

津
）
▼
同
女
子　

富
永
実
央
（
長

生
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ　

小
島
健

太
郎
（
阿
南
）
▼
同
女
子　

原
田

一
葉
（
阿
南
）
▼
同
男
子
１
０
０

ｍ　

小
島
健
太
郎
（
阿
南
）
▼
60

歳
以
上
25
ｍ　

大
津
行
春
（
阿
南

水
連
）

背
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
女
子

25
ｍ　

立
石
友
莉
亜
（
今
津
）
▼

小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

山
口

凱
叶
（
見
能
林
）
▼
同
女
子　

廣

瀬
颯
来
（
富
岡
）
▼
同
女
子
50

ｍ　

小
林
璃
々
（
羽
ノ
浦
）
▼
中

学
女
子
50
ｍ　

林　

理
紗
（
阿
南

一
）
▼
60
歳
以
上
25
ｍ　

大
津
行

春
（
阿
南
水
連
）
▼
70
歳
以
上
25

ｍ　

田
上
博
英

バ
タ
フ
ラ
イ　
▼
小
学
４
～
６
年

男
子
50
ｍ　

田
中　

駿
（
富
岡
）

▼
同
女
子
25
ｍ　

西
谷
優
花
（
羽

ノ
浦
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ　

多
田

京
弥
（
阿
南
）
▼
70
歳
以
上
25
ｍ　

田
上
博
英

個
人
メ
ド
レ
ー　
▼
小
学
４
～
６

年
男
子
１
０
０
ｍ　

立
石
迅
一

郎
（
今
津
）
▼
同
女
子　

湯
浅
詩

音
（
富
岡
）
▼
中
学
男
子
２
０
０

ｍ　

溝
木
隆
太
（
阿
南
）
▼
同
女

子　

林　

理
紗
（
阿
南
一
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
一
般
男
子　

見
能
林
体
協

【
サ
ッ
カ
ー
】

▼
Ｕ
12
の
部　

見
能
林
Ｕ
12
▼
Ｕ

11
の
部　

見
能
林
Ｕ
11
▼
Ｕ
10
の

部　

那
賀
川
Ｕ
10
▼
Ｕ
９
の
部　

羽
ノ
浦
Ｕ
９
▼
Ｕ
８
の
部　

那
賀

川
Ｕ
８

【
剣
道
】

▼
小
学
校
高
学
年
団
体　

徳
島
至

誠
館
▼
同
低
学
年
団
体　

徳
島
至

誠
館
▼
小
学
校
個
人　

武
藏
千
咲

（
徳
島
至
誠
館
）
▼
中
学
校
女
子

団
体　

那
賀
川
中
学
校
▼
同
個
人　

川
田
実
央
（
那
賀
川
）
▼
中
学
校

男
子
団
体　

阿
南
第
一
中
学
校
▼

同
個
人　

山
本
晃
大
（
阿
南
一
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▼
男
子
の
部　

那
賀
川
体
協

▼
女
子
の
部　

見
能
林
体
協

【
相
撲
】

▼
小
学
校
男
子
団
体　

橘
小
学
校

▼
同
女
子
団
体　

富
岡
小
学
校
Ａ

▼
小
４
年
男
子
Ａ　

清
水
大
新

（
大
野
）
▼
同
Ｂ　

奥
川
颯
斗
（
椿

泊
）
▼
同
女
子　

森
本
美
羽
（
富

岡
）
▼
小
５
年
男
子
Ａ　

柳
本
晃

志（
橘
）▼
同
Ｂ　

藤
目
海
斗（
椿

泊
）▼
同
女
子　

米
田
え
り
奈（
長

生
）
▼
小
６
年
男
子
Ａ　

濱
渦
大

地（
橘
）▼
同
Ｂ　

山
川
敬
博（
長

生
）
▼
同
女
子　

原
田　

愛
（
福

井
）
▼
中
学
校
団
体　

阿
南
第
一

中
学
校
▼
中
学
１
年　

粟
田
琉
聖

（
阿
南
一
）
▼
同
２
年　

米
田
龍

太
郎
（
阿
南
一
）
▼
同
３
年　

廣
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瀬
悠
気
（
福
井
）
▼
同
総
合　

廣

瀬
悠
気
（
福
井
）

【
銃
剣
道
】

一
般　

戸
田
優
禎
（
神
原
道
場
）

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

▼
那
賀
川
チ
ー
ム

【
柔
道
】

▼
幼
児　

中
野
智
允（
阿
南
柔
道
）

▼
小
学
１
年　

松
川
莉
子
（
阿
南

柔
道
）
▼
同
２
年　

斎
藤
真
希

（
阿
南
柔
道
）
▼
同
３
年　

福
本　

蒼
（
阿
南
柔
道
）
▼
同
４
年　

新

居
晃
輔
（
阿
南
柔
道
）
▼
同
５
年　

四
宮
悠
一
郎
（
阿
南
柔
道
）
▼
中

学
男
子　

山
岡
大
起
（
阿
南
）
▼

同
女
子　

延
口
美
咲
（
阿
南
）
▼

高
校
一
般
段
外　

坂
東
慶
昌
（
小

松
島
）▼
同
有
段　

原
田
悠
作（
阿

南
工
）
▼
女
子　

原
田
文
子
（
敬

修
館
）
▼
中
学
男
子
団
体　

阿
南

中
学
校
Ｂ
▼
女
子
団
体　

阿
南
中

学
校

【
陸
上
】

小
学
校
の
部　
▼
小
４
男
子
１
０

０
ｍ　

車
田
菖
也
（
長
生
）
▼
同

女
子　

品
川
綾
音
（
富
岡
）
▼

小
５
男
子
１
０
０
ｍ　

高
木
孝

一
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

岩
田

真
弥
（
福
井
）
▼
小
６
男
子
１
０

０
ｍ　

玉
置
和
也
（
平
島
）
▼
同

女
子　

仁
木
優
花
（
宝
田
）
▼
小

４
男
子
１
０
０
０
ｍ　

松
下
亨
雅

（
橘
）
▼
同
女
子　

中
山
花
楓
（
羽

ノ
浦
）
▼
小
５
男
子
１
０
０
０
ｍ　

川
口
諒
也
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

宮
内
理
帆
（
伊
島
）
▼
小
６
男
子

１
０
０
０
ｍ　

生
田
琉
海
（
橘
）

▼
同
女
子　

小
林
璃
々
（
羽
ノ

浦
）
▼
小
４
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

川
田
理
貴
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

辻
田
詩
央
（
平
島
）
▼
小
５
男
子

50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

影
田
壮
佑
（
福

井
）▼
同
女
子　

撫
養
あ
か
り（
羽

ノ
浦
）
▼
小
６
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド

ル　

中
村
光
樹
（
富
岡
）
▼
同
女

子　

奥
谷
萌
加
（
大
野
）
▼
男
子

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

羽
ノ
浦
小
学

校
Ａ
（
黒
川
・
林
・
高
木
・
海
山
）

▼
同
女
子　

富
岡
小
学
校（
小
川
・

吉
田
・
池
田
・
下
平
）
▼
小
５
男

子
走
幅
跳　

福
田
彪
斗
（
阿
南
ひ

ま
わ
り
）
▼
同
女
子　

津
田
愛
梨

（
阿
南
ひ
ま
わ
り
）
▼
小
6
男
子

走
幅
跳　

黒
川
大
優
（
阿
南
Ｊ
Ａ

Ｃ
）
▼
同
女
子　

吉
田
美
優
（
阿

南
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
▼
小
５
男
子
ボ
ー
ル

投　

高
尾　

夏
（
阿
南
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

▼
同
女
子　

坪
井
綾
音
（
阿
南
ひ

ま
わ
り
）

中
学
校
の
部　
▼
男
子
１
０
０
ｍ　

佐
竹
慶
祐
（
加
茂
谷
）
▼
同
女
子　

丸
山
あ
す
か
（
新
野
）
▼
男
子
２

０
０
ｍ　

西
野
彰
馬
（
新
野
）
▼

同
女
子　

丸
山
あ
す
か
（
新
野
）

▼
男
子
４
０
０
ｍ　

保
木
佑
太

（
新
野
）
▼
男
子
８
０
０
ｍ　

西

野
彰
馬
（
新
野
）
▼
同
女
子　

日

下
穂
南
（
加
茂
谷
）
▼
男
子
１
５

０
０
ｍ　

片
山　

凌
（
加
茂
谷
）

▼
同
女
子　

山
崎
真
波
（
新
野
）

▼
男
子
３
０
０
０
ｍ　

新
居
卓
也

（
新
野
）
▼
男
子
走
幅
跳　

湯
浅

心
策
（
加
茂
谷
）
▼
同
女
子　

湯

浅
美
穂
（
加
茂
谷
）
▼
男
子
三
段

跳　

湯
浅
心
策
（
加
茂
谷
）
▼
同

走
高
跳　

八
木
邦
広
（
新
野
）
▼

同
女
子　

湯
浅
美
穂
（
加
茂
谷
）

▼
男
子
砲
丸
投　

西　

康
大
（
加

茂
谷
）▼
同
女
子　

片
山
明
莉（
加

茂
谷
）
▼
男
子
円
盤
投　

西　

康

大
（
加
茂
谷
）
▼
同
女
子　

片
山

明
莉
（
加
茂
谷
）

高
校
一
般
の
部　
▼
男
子
１
０
０

ｍ　

中
山
昌
孝
（
高
専
）
▼
高

齢
者
男
子
１
０
０
ｍ　

小
松
富

久
（
見
能
林
体
協
）
▼
女
子
８
０

０
ｍ　

松
永
優
実
（
高
専
）
▼
男

子
１
５
０
０
ｍ　

丹
生
雄
登
（
那

賀
郡
陸
協
）
▼
女
子
３
０
０
０

ｍ　

宮
本
真
歩
（
新
野
）
▼
男
子

５
０
０
０
ｍ　

森
岡
誓
昭
（
阿
南

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｒ
）
▼
同
走
幅
跳　

宮
田

将
吾
（
高
専
）
▼
高
齢
者
男
子
走

幅
跳　

小
松
富
久（
見
能
林
体
協
）

▼
男
子
三
段
跳　

宮
田
将
吾
（
高

専
）▼
同
走
高
跳　

一
色
誠
治（
四

国
電
力
）
▼
同
砲
丸
投　

吉
成
和

輝
（
高
専
）
▼
同
円
盤
投　

佐
光　

望
（
高
専
）

【
軟
式
野
球
】

▼
一
般　

福
井
体
協

▼
壮
年　

大
野
体
協

【
卓
球
】

▼
男
子　

み
な
み
ク
ラ
ブ（
近
藤
・

大
和
・
永
原
・
小
山
）

▼
女
子　

ほ
た
る
ク
ラ
ブ（
合
田
・

山
田
・
森
・
松
本
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
男
子　

桑
野
ク
ラ
ブ

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

▼
Ａ
リ
ー
グ　

徳
島
ク
ラ
ブ

▼
Ｂ
リ
ー
グ　

阿
南
工
業
Ｃ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

吉
野　

敏
（
か

じ
が
峰
）

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

米
田
英
子
（
山

口
ク
ラ
ブ
）

【
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
こ
ど
も
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ

【
体
操
】

幼
児　
▼
総
合　

呉
羽
健
心
（
富

岡
幼
）

小
学
校
低
学
年　

▼
男
子
総
合　

久
保
田
志
温
（
平
島
）
▼
同
マ
ッ

ト　

久
保
田
志
温
（
平
島
）
▼
同

跳
び
箱　

久
保
田
志
温
（
平
島
）

▼
同
鉄
棒　

上
原
健
斗
（
大
野
）

▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

門
田
航
輝

（
富
岡
）▼
女
子
総
合　

仁
木
菜
々

子
（
中
野
島
）
▼
同
マ
ッ
ト　

仁

木
菜
々
子
（
中
野
島
）
▼
同
跳
び

箱　

仁
木
菜
々
子
（
中
野
島
）
▼

同
鉄
棒　

鎌
田
美
月
（
富
岡
）
▼

同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

鎌
田
美
月

（
富
岡
）

小
学
校
高
学
年　

▼
男
子
総
合　

小
川
智
生
（
富
岡
）
▼
同
マ
ッ
ト　

村
岡
永
遠
（
新
開
）
▼
同
跳
び

箱　

小
川
智
生
（
富
岡
）
▼
同
鉄

棒　

村
岡
永
遠
（
新
開
）
▼
同
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン　

小
川
智
生（
富
岡
）

▼
女
子
総
合　

山
下
真
依（
大
野
）

▼
同
マ
ッ
ト　

山
下
真
依（
大
野
）

▼
同
跳
び
箱　

友
成　

立
（
羽
ノ

浦
）
▼
同
鉄
棒　

友
成　

立
（
羽

ノ
浦
）
▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

山

下
真
依
（
大
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
弓
道
】

▼
団
体　

阿
南
高
専
Ａ
（
田
中
・

池
下
・
谷
口
）

▼
男
子　

大
黒
嵩
浩
（
高
専
）

▼
女
子　

廣
田
美
衣
（
富
岡
西
）

【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】

▼
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

宝　

礼
子
▼
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

戸
井
健
治
▼
ダ
ブ
ル
ス　

阿
部
貴

司
・
西
田
正
人
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

阿
南
市
へ

●
金
１
億
円

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社　

代

表
取
締
役　

小
川
英
治
様
か
ら

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め

牛
岐
城
趾
公
園
の
整
備
資
金
と

し
て

●
金
一
封

橘
町　

黒
田
慎
二
様
か
ら　

防

災
公
園
施
設
整
備
お
よ
び
学
校

図
書
充
実
資
金
と
し
て

阿
南
第
一
中
学
校
へ

●
木
製
ベ
ン
チ　
１
脚

宝
田
町　

吉
野　

敏
様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

～
40
年
越
し
の
夢
を

第
二
国
土
軸（
太
平
洋
新
国
土
軸
）に
の
せ
て
～

と
し
て
、
明
石
、
鳴
門
、
豊
予
の

三
海
峡
に
海
底
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、
本
州
、
四
国
、
九
州
を
結

ぶ
と
い
う
、
淡
路
島
出
身
の
永
田

秀
次
郎
が
ま
と
め
た
の
が
永
田
構

想
で
し
た
。

　
今
、
日
本
列
島
の
中
で
新
幹
線

が
走
っ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
開

通
の
め
ど
が
た
っ
て
い
な
い
唯
一

の
エ
リ
ア
が
私
た
ち
の
四
国
で
す
。

　
１
９
７
３
年
に
四
国
新
幹
線
の

基
本
計
画
は
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
進
捗
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
阪
市
を
起
点
と
し
、
徳

島
市
、
高
松
市
、
松
山
市
を
経
由

し
、
九
州
東
端
の
大
分
市
を
結
ぶ

総
延
長
約
４
８
０
キ
ロ
の
計
画
は
、

今
少
し
ず
つ
動
き
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
大
災
害
時
の
補
完
ル
ー

ト
や
、
う
っ
血
状
態
の
第
一
国
土

軸
を
蘇
生
さ
せ
る
意
味
に
お
い
て
、

第
二
国
土
軸
に
の
る
四
国
新
幹
線

の
必
要
性
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
第
一
国
土
軸
と
は
、
す
で
に

あ
る
東
海
道
、
山
陽
道
に
沿
っ

た
新
幹
線
、
高
速
道
路
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
第
二
国

土
軸
と
は
、
東
京
か
ら
伊
勢
湾
、

紀
淡
海
峡
、
豊
予
海
峡
を
経
て
、

大
分
へ
と
つ
な
が
る
21
世
紀
の

交
通
ル
ー
ト
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
構
想
で
す
。
国
際
連
合
が
敗

戦
後
の
日
本
の
再
興
の
た
め
に

派
遣
し
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
イ

ズ
マ
ン
博
士
が
、
昭
和
39
年
、

40
年
の
２
回
に
わ
た
っ
て
日
本

の
地
形
を
調
べ
、
提
唱
し
た
レ

ポ
ー
ト
「
ザ
・
セ
カ
ン
ド
・
イ

ー
ス
ト
・
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ー
ド
」

が
、
第
二
国
土
軸
構
想
へ
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
戦
前
に
も
類
似
の

構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
14

年
、
阿
部
信
行
内
閣
の
鉄
道
大

臣
に
な
り
、
北
九
州
か
ら
大
阪

へ
石
炭
を
運
ぶ
ル
ー
ト
が
山
陽

本
線
以
外
に
も
う
一
本
必
要
だ

　
２
０
２
７
年
に
は
、
時
速
５
０

０
キ
ロ
で
走
る
超
電
導
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
カ
ー
が
開
業
予
定
で
、
東

京
―
名
古
屋
間
は
40
分
で
、
２
０

４
５
年
に
は
大
阪
ま
で
延
伸
さ
れ

１
時
間
７
分
で
結
ば
れ
ま
す
。「
四

国
に
新
幹
線
な
ん
て
非
現
実
的

だ
」
と
の
批
判
は
当
然
だ
と
思
い

ま
す
が
、
平
成
元
年
に
発
表
さ
れ

た
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
「
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
中
央
新
幹
線
建

設
促
進
に
つ
い
て
の
中
間
答
申
」

の
中
に
は
、
紀
淡
海
峡
ト
ン
ネ
ル

を
通
る
四
国
新
幹
線
を
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
カ
ー
で
建
設
す
る
よ
う
提

言
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
夢

で
始
ま
り
、
情
熱
で
持
続
さ
れ
、

義
務
感
で
ま
と
め
ら
れ
る
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
月
の
市

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

や
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
け
出
や
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す

る
前
に
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
嘱
託
職
員
）を
募
集

募
集
内
容　
平
成
26
年
度
に
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
等
を
訪
問
し
、心

身
の
状
況
を
調
査
す
る
嘱
託
職
員

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

採
用
予
定
人
員　
５
人

報
酬　
月
額
18
万
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
お
よ
び

免
許
証
の
写
し
を
介
護
・
な
が
い

き
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
20
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
20
日
必
着
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
23
日
㈰

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
介

護
・
な
が
い
き
課
（
☎
22

－

１
７

９
３
）
へ

福
岡 広

島 岡
山 神

戸大
阪

名
古
屋

東
京津

和
歌
山

徳
島

大
分 豊

予
海
峡

紀
淡
海
峡

伊
勢
湾
口

第一国土軸
太平洋新国土軸

高松

長
通
信
は
、

気
宇
壮
大

な
内
容
か

も
し
れ
ま

せ
ん
が
、

新
年
に
あ

た
り
、
夢

は
実
現
す

る
も
の
だ

と
信
じ
た

い
も
の
で

す
。
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高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

が
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合

は
、
診
療
月
の
約
２
カ
月
後
に
、

「
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」

を
世
帯
主
の
方
に
通
知
し
て
い
ま

す
。
通
知
が
届
い
た
ら
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申

請
期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収

書
が
必
要
で
す
の
で
、
税
金
の
確

定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
を
行
う

場
合
は
、
先
に
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

・
世
帯
主
の
預
金
通
帳

・
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

行
政
相
談
で

あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
委
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

日
程
・
場
所　
２
月
４
日
㈫

▼
新
野
公
民
館

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
桑
野
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

浄
化
槽
の
水
質
検
査

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
、
１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の
水

質
に
関
す
る
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
浄
化
槽
法
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、
業
者
が
行
う
保
守

点
検
・
清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

徳
島
県
知
事
指
定
検
査
機
関
で

あ
る
（
公
社
）
徳
島
県
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
連
絡
・
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い

る
方

検
査
実
施
期
間　
２
月
５
日
㈬
～

19
日
㈬

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
社
）
環
境

技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

－

６

３
６

－

１
２
３
４
）
ま
た
は
市
環

境
保
全
課（
☎
22

－

３
４
１
３
）へ

さ
さ
ゆ
り
通
信
第
78
号

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
介
護
」を
学
ぼ
う
！

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
私
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
介
護
の
分
野
で
も

家
庭
内
で
の
男
女
の
協
力
は
不
可

欠
で
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
は
家
庭
か
ら
」

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

で
今
回
は
簡
単
な
家
庭
で
の
介
助

な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
程　

２
月
19
日
㈬　

午
前
10
時
～
12
時

２
月
26
日
㈬　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

21

世
紀
室

定
員　
20
人（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申

込
み
も
可
能
で
す
。

申
込
締
切
日　
２
月
12
日
㈬
（
消

印
有
効
）

※
簡
単
な
実
技
や
体
操
も
す
る
予

定
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７

７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ

町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参
画
室

（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

第
５
回
阿
南
市

人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
２
月
25
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

講
師　
四
国
大
学
名
誉
教
授　

　
　
　

原
田
寛
子
さ
ん

演
題　
『
生
老
病
死
を
い
ま
考
え

る

－

そ
し
て
自
ら
の
ガ
ン
体
験

「
わ
た
し
が
あ
な
た
を
死
な
せ
な

い
」

－

』

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
：
２
月
17

日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

募集期間　２月５日㈬～19日㈬
公表資料　第２次阿南市男女共同参画基本計画（素案）
公表場所　市ホームページ、各支所、各住民センター、および人権・男

女参画課
意見を提出できる方　

・市内に在住、在勤、または在学の方
・市内に事務所または事業所を有する方
・市に納税義務を有する方

提出方法　公表場所に備え付けの記入用紙にご意見、氏名、住所を記入
のうえ、人権・男女参画課に提出してください。任意の様式でも構い
ません。郵送または電子メールでも受け付けます。なお、電話や口頭
での受付はいたしませんのでご注意ください。

意見の公表　提出されたご意見は、その内容（個人情報は除く）を整理
して公表します。ご意見に対しての個別回答はいたしませんのでご了
承ください。

問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地3　
人権・男女参画課　男女共同参画室（☎22ー7401）へ
E-mail : josei@city.anan.tokushima.jp

第２次阿南市男女共同参画基本計画（素案）
のパブリックコメント（意見募集）を実施
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２月の催しのまちステーションプラザ

阿
南
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
告
相
談
の
受
付

　

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方
消

費
税
を
含
む
）
お
よ
び
贈
与
税
の

申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
３
月

17
日
㈪
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
中
は
、
阿
南
税
務
署

で
の
申
告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

場
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階　

展
示
ホ
ー
ル

※
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
受
付

を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
該
当

項
目
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
等
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
等
の
デ
ー
タ

は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
し

て
税
務
署
へ
送
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

普
通
紙
に
印
刷
し
て
直
接
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w.nta.go.jp/

消
費
税
の
申
告
・
納
税
は

３
月
31
日
㈪
ま
で

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方

消
費
税
を
含
む
）
の
申
告
・
納
税

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

・
平
成
23
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
方

・
平
成
23
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
以
下
の
方
で
、
平
成

24
年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税

課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を

提
出
し
て
い
る
方

・
以
上
に
該
当
し
な
い
方
で
、
平

成
24
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
６
月
30
日
ま
で
の
期
間
の
課

税
売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え

る
方

※
平
成
23
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
方
は
、
平
成

25
年
中
に
課
税
売
上
や
課
税
仕
入

が
あ
る
場
合
、
当
該
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
申

告
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
税
務
署

（
☎
22

－

０
４
１
４
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

子
ど
も
の
携
帯
電
話
に
は

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
あ

る
反
面
、
ア
ダ
ル
ト
・
自
殺
・
薬

物
な
ど
、
子
ど
も
に
と
っ
て
悪
影

響
を
及
ぼ
す
有
害
な
情
報
も
氾
濫

し
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
が
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た

人
に
誘
い
出
さ
れ
て
被
害
を
受
け

た
り
、
裸
の
写
真
を
メ
ー
ル
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
な
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
は
原

則
無
料
で
提
供
さ
れ
、
各
携
帯
電

話
の
シ
ョ
ッ
プ
で
簡
単
に
手
続
き

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交通
事故

件 数
死 者
負傷者

225件（2,695）
3人（  10）
44人（410）

救急 件 数
搬送人員

285件（3,271）
270人（3,129）

火災
件 数
損害額

1件（  32）
22,088千円

（58,014千円）
●阿南署管内平成25年12月分合計
　カッコ内は１月からの累計

■展示コーナー　　10:00 ～ 20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○私の手仕事展　	4日㈫～16日㈰
○光のまちSPみんなのひなまつり展
	 18日㈫～３月２日㈰

■体験コーナー

○アロマでチョコキャンドルを作りましょう
２日㈰　13:00～15:00

【申込締切日】２月１日㈯　

【参加費】1,000円　【定員】４人

○楽しいプリザーブドフラワーアレンジ
９日㈰　13:00～15:00

【申込締切日】２月６日㈭　【持参物】はさみ

【参加費】2,000円　【定員】10人　

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
を常時開催中！

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24－3141）へ

日時　３月15日㈯		18:30～21:00（受付18:00～）
場所　市内を予定　※申込み時にご連絡します。
対象　50歳ぐらいまでの結婚を希望する独身の方で、

再婚希望者、シングルマザー、シングルファーザ

ー、およびそれらの事情に理解のある方

定員　男性10人、女性10人（申込み多数の場合は抽選）
参加費　2,000円
募集期間　３月７日㈮まで
申込方法　住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入の
うえ、電子メールでお申込みください。

※申込み後、３日を経過しても返信メールが届かない場

合は、お問い合わせください。

※参加者が少ない場合は、中止する場合があります。

問い合わせは　阿南de愛隊事務局
（ふるさと振興課内	☎22ー7404）へ

E-mail　konkatsu@city.anan.tokushima.jp

光

婚活イベント
「セカンド・マリアージュ」参加者募集
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阿南市東京事務所がある市政会館前の道路は「国会

通り」と呼ばれ、中央省庁が立ち並ぶ霞が関を通り

抜けると国会議事堂の正面玄関が見えてきます。昨

年11月８日、那賀川中学校が修学旅行で国会議事

堂を訪れ、私も同行させていただきました。

この日は、ほかの見学団体も多かったのですが、生

徒たちの秩序ある団体行動には感心しました。最近

は、沖縄が人気のようですが、進学や就職で関わる

可能性の高い首都・東京を、友だちや先生とともに

見聞することはとても有意義だと思います。

一行は、赤じゅうたんの廊下を通って委員会室や参議院本会議場を見学し、威風堂々とした外観や芸術的

な内装に、国の最高立法府としての歴史と重みを肌で感じ取っていたようすでした。圧巻は、天皇陛下「御

休所」入口の大きな彫刻で、阿南市阿瀬比町産の巨大な大理石「時
ホトトギス

鳥」で造られています。ほかにも加茂

町「淡雪」、桑野町「加茂更紗」、津乃峰町「答島」、宝田町「新淡雪」などの石材が随所に使われており、

稀少種のアナンムシオイガイをも生んだ阿南市固有の石灰層（大理石）が国会議事堂を支えているといっ

ても過言ではありません。「ふるさとの誇り」をお土産にした生徒の皆さん。記念写真に収まる表情は一

段と輝いていました。

阿南市東京事務所長

問い合わせは
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

○流通経済大学春季合宿
　16日㈰～23日㈰　8:00～17:00

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

２月の日程

ＦＭ徳島パーソナリティーの近
藤公美さんが、阿南市民の横
顔を紹介！ラジオを聞いてリス
ナープレゼントをGETしよう！

２月のゲスト（予定）

 6日　漁師　小浜敏也さん

13日　桑野川EM研究会　計盛幸雄さん

20日　彩
さい

魁
かい

企画　黒川真太郎さん

27日　活竹祭実行委員　樫原誠治さん

問い合わせは　

商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

明谷梅林まつり
２月９日㈰～３月20日㈭

開園式
２月９日㈰
　　10:00 ～
餅投げ、梅干し
の種飛ばし大会

駐車場
明谷梅林売店前
の無料駐車場を
ご利用ください。
※台数に限りあり
※沿道への駐車はご遠慮ください

問い合わせは　商工観光労政課（☎22ー3290）へ

イメキャラ大集合
お笑い笑

しょう

タイム
各種ステージイベント
お餅・お菓子投げ
あなん丼、活竹鍋、
特産品まつり など

3／1㈯
9:00～15:00

（雨天順延）

第
22
回　

阿
南
市

活
竹
祭

場
所

市
民
会
館
前
駐
車
場

国会議事堂

阿南市東京事務所の活動や、東京で活躍す

る阿南市出身の方々などを紹介するコー

ナー「東京アラカルト」を新設しました。

２カ月に１回、掲載していきます。

Vol. １

東 京アラカルト
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住民が個々のニーズに応じた福
祉サービスが得られるよう、関
係行政機関、施設、団体などに
連絡し、必要な対応を促すパイ
プの役割を果たします。

連絡通報

担当地域内の住民の実態や福祉
ニーズを日常的に把握します。

社会調査

社会福祉の制度やサービスにつ
いて、その内容や情報を住民に
提供します。

情報提供

地域住民が抱える問題について、
相手の立場に立ち、親身になっ
て相談にのります。

相談

住民が求める生活支援活動を自
ら行うと同時に支援体制をつ
くっていきます。

生活支援

活動を通じて得た問題点や改善
策をまとめ、必要に応じて関係
機関などに意見を提起します。

意見具申

住民のニーズに対応し、適切な
サービスの提供が得られるよう
に支援します。

調整

民
生
委
員
・
児
童
委
員

あ
な
た
の
相
談
相
手
は
、
い
つ
も
そ
ば
に
い
ま
す

特集
地域の相談役

７つの 
はたらき
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民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
よ

り
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
定
の
区
域
を
受
け
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
社
会
福
祉
の
精
神
に
基
い
て
、

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

行
政
を
は
じ
め
適
切
な
支
援
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
世
帯
の
見
守
り
や
安
否

確
認
な
ど
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
児
童
委
員
も

兼
ね
て
い
る
の
で
、
児
童
の
健
全
育

成
や
福
祉
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。主

任
児
童
委
員
は
、
児
童
委
員
の

中
か
ら
指
名
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
の
福
祉
に
関
連
す
る
機
関
と

の
連
絡
調
整
や
子
育
て
に
関
す
る
相

談
・
支
援
の
ほ
か
、
社
会
全
体
で
子

ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
地
域
福
祉
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

新
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

平
成
25
年
12
月
１
日
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、

本
市
で
は
１
９
５
人
が
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
任
期

は
３
年
で
す
。
新
し
い
委
員
の
皆
さ

ん
を
次
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
◎
＝
地
区
会
長
、
敬
称
略
）

橘 10人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

鵠・袴傍示 廣瀬春幸
大浦 土方正之
立石・みたけ 計盛栄子
西浜・港・西中 程野喜代
久保・中町 湯浅利久
三城・城ノ丸 宮繁敏美
東栄・汐谷 田中宏和◎
市営橘団地・日本電工社宅・
幸野一（東） 杉山美幸

主任児童委員 阿部和代
主任児童委員 程野和子
※江の浦・中浦・上道・下道・東町・幸野一（西）・幸野二
の担当者は近日中に決まる予定です。

ひとりで
悩まず、

まずは相
談を

松田 久
夫（70

歳・横
見町）

民生委員・児童委員は、常に住民の立場に立って相談支援活動をし
ている厚生労働大臣から委嘱された福祉ボランティアです。
私たちは、人と人のつながりが希薄化している社会で、多くの悩み
を抱えている人が増えているなか、特に生活困窮者の相談、支援、
若い世代の子育ての相談等に迅速に対応するほか、高齢者、独居老
人の安否確認や、災害に備えて自主防災会と連携し、要援護者の再
確認など、相談支援の和を広げ、社会福祉活動に努力していきます。
民生委員の活動は、ゆりかごから墓場まで幅広く奥深い活動が求め
られていますので、自ら自己学習を重ねるなど、地域住民が安心し
て住み続けることができる地域社会づくりを進めたいと思います。

相談を受けたら
迅速な対応を心掛けています

H13～　民生委員・児童委員
H19～　中野島地区会長
H25.12.1 に阿南市民生委員
児童委員協議会会長に就任

加茂谷 11人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

楠根 谷　広子◎
深瀬 佐々紀美
熊谷 湯浅美代子
吉井 小谷純子
加茂 廣田邦子
十八女 阿竹道夫
水井 近藤美千代
大井 井出貴子
細野・大田井 谷　雅代
主任児童委員 上地敏子
主任児童委員 谷口啓子
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宝田 ８人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

川原・郡団地 吉田庄作◎
三友・井関・井関団地 河井雅代
荒井・日の本 高島朋子
東分 ･中筋 ･南分 堀田長城
上分・中分・出口団地 安部克幸
清水・平岡・中当・梅の本・蛭子本 中田富美
主任児童委員 服部しげみ
主任児童委員 新居登美子

富岡 23人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

東新町・西新町・中川原・車ノ口 魁生彰弘
内町・今福寺 福島功二
東仲町・西仲町 兼松   功
トノ町 松本　勇
第住町・玉塚 近藤良行
寿通西・小山本・小山 髙原   勇
寿通東・西石塚 西岡安夫◎
東池田・西池田・木松 前田慶子
北通・佃町・日開野町（西居内） 片山美幸
あ石・南向・滝ノ下 吉積和重
日開野町（宮原） 石田智之
日開野町（中居内・筒路）・
領家町（長田） 原　恵美

日開野町（南居内・居内・九反ケ
坪・谷田）・七見町 竹内伸二

学原町・日開野町（筒路） 中川　聡
領家町（天神原） 岡本徳江
西路見町・住吉町・領家町（天神原） 小川浩之
出来町・原ケ崎町・日開野町（堤外） 長久　功　
黒津地町 荒谷隆文
向原町・豊益町 田村秋夫
福村町 白浜弘之
畭町 大松谷武司
主任児童委員 幸田初美
主任児童委員 岐　真美

羽ノ浦 22人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

宮倉東・宮倉西 才見芳史
羽ノ浦第二・山分 蝶子義和
羽ノ浦第一・中央・元町・南ノ町 日下ヱリ子
浦川西・浦分 羽鳥正寛
野神 竹田仁美
那東東・那東西 川原直子
那東原・中塚・古庄在所 松浦　昭
高田東・高田西 庄野弘子
畭・傍示・東在所・コスモスタウン 仁木由利子
西在所・あすみが丘 赤堀喜美恵
岩脇原分・内手・明見 数延　仁
西ノ町・岩脇本町・浜側・姥ケ原 火口山順子
浜ノ町・古庄新町・古庄本町・
大井出 森　眞一◎

仲ノ町・北ノ町・向 岡本美知子
古毛原分・上山路・下山路 埴淵直昭
春日野分譲南 程野廣一
しらさぎ・コスモス・橋ノ本 大林新一
春日野市営・那賀川林材・
春日野分譲北 計盛哲子

西春日野 宮生幸夫
春日野県営　31.50.51.53.54 棟 尺長良子
主任児童委員 田井和子
主任児童委員 高橋美津子

大野 ９人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

城之内 ･光立寺・山條 ･上條・持井 梛　和裕
東條１班・東條２班・西條 池田行子
赤坂・三原・剣谷 近藤　明
三條２班・坪野・桶田 阿部正利◎
三條１班・平山・中小路 田村　猛
畑田・九之坪 山本幸一
柴根１班・柴根２班・渡り上り・
大野原 上原惠美子

主任児童委員 津山淳子
主任児童委員 萩原陽子
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見能林 18人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

西分・中分 岡　和海
戎山・東分南 四宮   修
東分 住友晴治
新浜・県営団地 上手義雄
長浜東 小川修二
長浜西・津乃峰団地 撫養千尋
大潟西 高島敬司
大潟東 高島武夫
南林 横手啓子
北の脇 濱　長恵
中林 伊藤　精
林崎 天羽三邦
石仏東 奥田文子
石仏西 松浦嘉代子
見能方 池添哲哉◎
才見 品岡武人
主任児童委員 鳥海俊江
主任児童委員 原田利明

那賀川 23人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

原・西原 西本浩次郎◎
大京原・熊氏 福住敏一
大京原 杉本由美子
古津・三栗 小西嘉代子
赤池東 吉原明義
赤池西 柴山律子
上福井・中福井 吉岡照子
出島 渡川　昇
上苅屋・下苅屋・工地 川田八重子
北中島・里 葉久正憲
西分・新町 濱口喜隆
東町・中島団地 二宮雅子
御霊町・蛭子町 島田昭夫
中島（南中島） 杉本   昇
今津浦・手島・日向 篠原京子
色ケ島・芳崎 島田満寿美
八幡・敷地・豊香野 西照千恵子
黒地東 田上明信
黒地西 宮本浩詩
小延・島尻 岸本悦子
江野島 杉野康行
主任児童委員 安田浩子
主任児童委員 東美知子

中野島 13人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

南島 岡部義典
岡 牧岡秀幸
中原 松原和子
古田 藤野衛治
伊月・大手 田神秀敏
高川原・中小路 天羽千賀子
中川原１ 槌井奈美子
中川原２ 細川要子
長岡・横見高川原・円地畭・畑中 眞本靜生
長岡東 米崎寿一　 
願能地（西・東）・西分・
木戸（上・下）・前田・北浦 松田久夫◎

主任児童委員 立田佳代子
主任児童委員 谷口　薫

長生 11人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

明谷 岩橋義一◎
大原 小山義教
上荒井 久田哲郎
大谷 喜田千惠
三倉・宮内 岩尾雄吉
西方南 久積満智子
西方北 田上　稔
本庄北・本庄東 栗本治郎
本庄西・中央・舟田・大津田 乾　照美
主任児童委員 久積京子
主任児童委員 阪牧生子

新民生委員・児童委員紹介
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新野 12人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

喜来・川又・貞信・谷口・清貞・
友常・元信 吉田　繁◎

廿ケ谷・海老川・久田・安行・
木戸・西光寺・岡花 庄野永子

秋山・西重友・東重友 一宇昭典
宮ノ久保・仲町・西町・西馬場 大西益生
南町・北町・東町 東條禎子
馬場北・東馬場（中・南） 仲道勝義
片山・生谷・広重 丹生川和彦
常政・月夜・新富・平川内 青木幸子
入田・廿歩・下分（西・東） 石澤美保
廿枝（北・中・南） 青木秋義
主任児童委員 中村敏子
主任児童委員 小西邦子

椿 13人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

船頭ケ谷・働々 坂東壽子◎
上地・後 井村玉惠
横尾・庄田・高岸 武田育展
須屋・平松・尻杭・蒲生田 岡本憲治
小吹川原 中川美枝子
糠塚 谷井松代
出島 太居雅敏
寺谷 宮崎美津枝
東 小川郁美
伊島東 神野範雄
伊島西 神野幸子
主任児童委員 近藤清子
主任児童委員 藤目順子

桑野 12人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

阿瀬比 西内治己
北谷 ･南谷 ･新南・津ノ末 ･仲分 渡守一恵
田野 ･藁野 ･蛋石谷・宮ノ本・
久延・白池・新末広 鎌田サチ子

嵐谷・北山・杉谷・内田・新内田 神野武重◎
川西・川西住宅・岡ノ鼻・井ノ口原 岡花喜久雄
谷・大地 橋本栄機
中野１組・中野２組・中野３組 入谷五十鈴
中野４組・岡元 嘉見貞子
浦ノ内・中富・新中富 小西千惠
竹ノ内・成松・内原西・櫛ケ谷 鎌田憲治
主任児童委員 田村和子
主任児童委員 片山和子

福井 10人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名

動々原・茶畦・西の前・元末・
吉谷の一部 山本良一

鉦打・下原・大坂・長谷川・
馬路の一部 中川信行

辺川・貝谷・日の地・小野 井馬友子　
中連・土佐谷・羽広・実用・吉谷・
馬路 福谷喜久惠

内歩・山下・高田・森・古毛 内藤富士雄
大原・袴・湊・大西・古津・袴・
大原・土井ケ崎 島　尚江

宮宅・中内・大谷・小谷・椿地 挾谷富子
大宮・浜田・大戸・出見・赤崎 古内博志◎
主任児童委員 吉谷陽子
主任児童委員 原田裕子

事務局からのお知らせ

新民生委員・児童委員紹介

民生委員・児童委員の連絡先等は、次のところでご確認いただけます。

福祉課、支所、住民センター、公民館、阿南市社会福祉協議会（☎23－7288）

問い合わせは　福祉課（☎22－1592）へ
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●シリーズ

豆 知 識

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
備
え
て

「
よ
り
速
く
、よ
り
高
く
」

⑹

　
近
い
将
来
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
。
沿
岸
部
に
位
置

す
る
阿
南
市
は
、
津
波
に
よ
る
浸
水
域
も

広
く
、
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
津
波
の
高
さ
や
浸
水
域
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
巨
大
な
津
波

が
押
し
寄
せ
る
前
に
巨
大
な
地
震
が
発
生

し
ま
す
。
阿
南
市
で
は
過
去
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
揺
れ
（
震
度
６
強
～
７
）
が

数
分
間
に
わ
た
り
続
く
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
津
波
か
ら
命
を
守
る
避
難
行
動
を
と

る
前
に
、
ま
ず
地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め

の
準
備
が
必
要
で
す
。

住
ま
い
の
耐
震
化

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
多
く
の
方
が
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
に

よ
る
圧
死
で
し
た
。
特
に
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
の
旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

地
震
で
命
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
建
物
の

耐
震
化
の
備
え
が
大
切
で
す
。

家
の
中
の
安
全
対
策

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
寝
室

の
布
団
や
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
、
部
屋
の
出
入

口
に
タ
ン
ス
や
本
棚
な
ど
の
大
型
家
具
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

家
具
を
固
定
す
る
な
ど
の
準
備
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。
耐
震
化
で
住
居
が
無
事
で
も
、

家
具
の
下
敷
き
や
室
内
閉
じ
込
め
等
で
家

か
ら
の
脱
出
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

即
避
難
と
非
常
持
出
品

　
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
津
波
が

や
っ
て
き
ま
す
。
津
波
か
ら
命
を
守
る
た

め
「
即
避
難
＝
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
」

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
非
常

持
出
品
を
準
備
し
て
お
き
、
す
ぐ
に
避
難

行
動
に
移
せ
る
よ
う
備
え
が
重
要
で
す
。

家
庭
で
の
備
蓄

　
内
閣
府
の
最
終
報
告
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
関
東
か
ら

九
州
ま
で
の
超
広
範
囲
に
わ
た
り
大
き
な

被
害
が
発
生
す
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災

と
比
べ
る
と
被
災
地
に
救
援
物
資
が
到
着
す

る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
庭
内
に
お

け
る
備
蓄
を
１
週
間
分
以
上
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
備
え
、
計
画
的
に
少
し
ず
つ
家
庭

内
の
備
蓄
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
地
震
発
生
後
、
直
ち
に
防
災
無
線
（
Ｊ
ア

・アルファ米  ……………………11食
・発熱剤付き食品 …………………４食
・パンの缶詰 ………………………３食
・袋入り保存パン …………………２食
・レトルト食品 ……………………３食
・飲料水  …………………………21ℓ
・乾電池  …………………………４本
・携帯電話充電器 …………………１台
・カセットコンロ …………………１台
・カセットボンベ …………………３本
・簡易トイレの袋（20枚入り） …２箱
・その他、自分に必要なもの

約１週間分の家庭での備蓄例（１人分）

懐中電灯、携帯ラジオ、雨具、
ウエットティッシュ、タオル、
ゴミ用ポリ袋、小銭、マッチ、
ろうそく、救急セット、飲料水、
カンパン、アルファ米、メガネ、
お薬手帳のコピーなど、自分に
必要なもの

非常持出品例（１人分）

ラ
ー
ト
）
や
携
帯
電
話
（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）、

テ
レ
ビ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）・
ラ
ジ
オ
を

通
じ
て
最
新
の
地
震
・
津
波
情
報
が
発
表
さ

れ
ま
す
。
大
津
波
警
報
や
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に
避
難
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
防
災
対
策
課
（
☎
22
ー
９

１
９
１
）
へ
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歓
喜
の
雄
叫
び
。
弾
け
る
笑
顔
。
安
堵
の
涙
。
失
意

の
憂
愁
―
。
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
交
錯
し
た
。

還
暦
を
迎
え
た
「
徳
島
駅
伝
」
が
、
１
月
４
日
か
ら

３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
16
郡
市
と
関
西
実

業
団
選
抜
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
っ
た
。

メ
ダ
ル
奪
取
に
挑
ん
だ
阿
南
市
は
、
初
日
か
ら
攻
め

の
布
陣
で
、
実
力
が
拮
抗
す
る
チ
ー
ム
と
の
熾し

烈れ
つ

な

メ
ダ
ル
争
い
を
繰
り
広
げ
た
。
総
合
成
績
は
４
位
と

悔
し
さ
も
残
る
が
、
昨
年
の
６
位
か
ら
躍
進
し
、
地

力
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
。
中
学
生
総
合
優
勝
、

女
子
総
合
優
勝
は
、
次
な
る
戦
力
が
着
実
に
育
っ
て

い
る
こ
と
の
証
。
こ
の
栄
冠
を
古
豪
復
活
へ
の
布
石

に
し
て
ほ
し
い
。

大会を写真で振り返る	“フォトリポート”
市ホームページ「広報編集長の小窓」で配信中

徳
駅
島
伝

還
暦
大
会
で
見
せ
た
古
豪
の
意
地
！

60th Anniversary

半
分
、
嬉う

れ

し
く
て

半
分
、
悔
し
い

４
位
入
賞
！

のべ44人でつないだたすきを胸に
ゴールに駆け込む結城直哉選手
（１月６日 幸町新聞放送会館別館前 )
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充
実
の
監
督
就
任
３
年
目
を
送
っ
た
林　

雅
広
監
督
。
解
団
式
で
選
手
の
健
闘
を
た

た
え
た
。

　
「
選
手
た
ち
は
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中

で
、
順
風
に
お
ご
ら
ず
逆
風
を
恐
れ
ず
、

本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
メ

ダ
ル
に
は
一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

中
学
生
総
合
、
女
子
総
合
で
の
優
勝
、
区

間
賞
や
新
人
賞
の
受
賞
は
、
次
に
つ
な
が

る
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。
代
表
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
選
手
や
控
え

に
回
っ
た
選
手
、
す
べ
て
の
選
手
の
力
と

絆
で
勝
ち
取
っ
た
価
値
あ
る
４
位
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
メ
ダ
ル
奪
取
に
は
課
題
も

残
り
ま
し
た
が
、
将
来
が
楽
し
み
な
チ
ー

ム
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
重
ね
、
さ
ら
な
る
上
位
を
め
ざ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
沿
道
か
ら
ご
声
援
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」

価
値
あ
る
４
位

将
来
が
楽
し
み
な
チ
ー
ム

に
成
長

解団式であいさつする林監督

受賞おめでとうございます
すべての選手が持て
る力を十分に発揮し、
チーム一丸となって
戦うことができまし
た。特に、中高生と
女子選手がよく頑
張ってくれたと思い
ます。若手の成長は
明るい話題。一方で、
メダルを取るために
は絶対的エースの育
成が急務です。若手
のホープがエースに
成長してくれる日を
楽しみにしています。

折野加奈 選手 
大阪学院大学４年

16区（4.9㎞）
16分29秒

新居卓也 選手 
新野中学校３年

39区（3.1㎞）
10分30秒

沖津　力 選手 
阿南第二中学校２年

７区（3.0㎞）で区間２位
21区（2.6㎞）で区間３位

区間賞新人賞

武谷佳典 選手（31）
堅実な走りでチームを牽引

主将インタビュー
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豊
か
な
自
然
が
生
み
出
す

阿
南
の
魅
力
と
可
能
性

【
特
集
】

生
物
多
様
性
の
視
点
か
ら
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
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私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
自
然
や
そ
こ
に
す

む
生
き
物
た
ち
の
恵
み
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
恵
み
を
健
全
な
ま
ま
子
や
孫
た
ち
に
引

き
継
ご
う
！
と
い
う
趣
旨
で
、
１
９
９
２
年

「
生
物
多
様
性
条
約
」
が
国
連
・
環
境
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
で

は
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
が
継
続
的
に
策
定

さ
れ
、
地
方
自
治
体
に
対
し
て
は
戦
略
の
策

定
が
努
力
義
務
と
な
り
、
２
０
１
０
年
に
は

名
古
屋
市
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
で
も
、
昨
年
10
月
末
に
「
生
物
多
様

性
と
く
し
ま
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
を
有
し
、
貴
重
な
動
植
物
が
生

息
す
る
阿
南
市
で
は
、
生
物
多
様
性
先
進
地

域
を
め
ざ
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
そ
の
基
盤

と
な
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
市
が
め
ざ
す
生
物
多
様
性
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
写
真
提
供
：
阿
南
市
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
賞
賛
推
進
会
議
）
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「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。「
生
物
多
様
性
」

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た
ち
と
そ
の
つ
な

が
り
、
そ
し
て
地
域
の
生
き
物
の
豊
か
さ

を
表
す
言
葉
で
す
。「
生
き
物
」
の
中
に
は
、

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
人
間
も
含
ま
れ
て
お
り
、

私
た
ち
は
生
き
物
た
ち
か
ら
の
恵
み
な
く
し

て
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
生
物
多
様
性

が
年
々
衰
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
世
界
規

模
で
考
え
る
と
、
森
は
毎
年
、
四
国
と
九
州

を
合
わ
せ
た
面
積
（
約
５
２
０
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
が
消
失
し
、
生
き
物
で
は
毎
年
約
４
万

種
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
う
れ
し
い
こ
と
に
世
界
中

で
阿
南
だ
け
に
み
ら
れ
る
新
種
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。「
ア
ナ
ン
ム
シ
オ
イ
ガ
イ
」
と
名

付
け
ら
れ
た
小
さ
な
か
わ
い
い
カ
タ
ツ
ム
リ

で
す
。
阿
南
市
は
、
貴
重
な
生
き
物
が
す
む

自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

宝
物
を
守
り
、
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
重
要
な
使
命

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
生
物
多
様
性
先
進
地
域
と
な

る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
阿
南

工
業
高
等
専
門
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
生
き
物
を
調
査
研
究
し
て

い
る
専
門
家
15
人
か
ら
話
を
伺
い
、
市
内
の

さまざまな可能性を秘めた
阿南の生物多様性

①②

広報あなん 2014.02　20



生
物
分
布
情
報
を
整
理
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
伊
島
や
蒲
生
田
、
加
茂
谷
や
那
賀
川
河

口
な
ど
が
貴
重
な
生
物
の
す
む
場
所
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
５
年
生
か
ら
成
人
に
至
る
約

１
７
０
０
人
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
生

物
多
様
性
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
物
多
様
性
の
認
知

度
は
21
・
７
％
と
、
全
国
平
均
19
・
４
％

（
内
閣
府
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

よ
り
２
・
３
％
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
約
８
割
の
方
が
認
知
し
て
い

な
い
と
い
う
現
状
も
浮
き
彫
り
に
な
り
、
生

物
多
様
性
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、「
市
民
が
選
ぶ
阿
南

市
の
生
物
多
様
性
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
を
選

定
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。「
生
物
多

様
性
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
と
は
、
貴
重
な
生

物
が
集
中
的
に
生
息
し
、
優
先
的
に
守
る
べ

き
場
所
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
を
選
定
す
る
こ
と
で
、
生
物
多
様
性

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
宝
を
地

域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
き
っ

か
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
阿
南
市
の
自
然
や
生
き

物
の
豊
か
さ
や
魅
力
を
再
発
見
し
、
生
物
多

様
性
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
、「
阿
南
市
生
物
多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

④⑤

③

①伊島のササユリは近年個体数が減少しているため、
さまざまな形で保護活動が行われています。

②蒲生田海岸はアカウミガメの産卵地として名高く、
平成23年の上陸（産卵）数は県内最多を誇りました。

③平成25年１月に新種に認定された「アナンムシオ
イガイ」。阿南市はカタツムリの宝庫です。

④⑤阿南市特産のハモとちりめん。豊かな海の恵みを
受けつつ、未来へ残していくことが大事です。
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発
見

交
流

　

カ
タ
ツ
ム
リ
は
「
で
ん
で
ん
む
し
」

「
ま
い
ま
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
、
童
謡
や
物
語
に

も
登
場
す
る
、
幼
稚
園
児
か
ら
大
人
ま

で
知
っ
て
い
る
な
じ
み
深
い
生
き
物
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

の
象
徴
と
も
い
え
る
こ
の
カ
タ
ツ
ム
リ

が
、
実
は
阿
南
市
の
中
山
間
地
に
た
く

さ
ん
生
息
し
て
い
ま
す
。
太
古
の
昔
、

海
か
ら
陸
上
に
上
が
っ
て
き
た
〝
貝
の

仲
間
〟
で
あ
る
カ
タ
ツ
ム
リ
が
数
多
く

い
る
の
は
、
同
じ
く
海
の
底
に
堆
積
し

た
生
物
の
殻
に
由
来
す
る
石
灰
岩
が
多

い
地
質
学
的
な
特
徴
と
も
深
い
関
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
カ
タ
ツ
ム
リ
探
し
に
は

も
っ
て
こ
い
の
阿
南
市
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
場
所
か
ら
思
い
が
け
な

い
姿
形
の
種
類
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

昨
年
１
月
、
新
た
に
「
ア
ナ
ン
ム
シ

オ
イ
ガ
イ
」
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

直
径
わ
ず
か
３
ミ
リ
ほ
ど
の
小
さ
な
カ

タ
ツ
ム
リ
で
す
が
、
全
世
界
で
阿
南
市

か
ら
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
、
と
て

も
希
少
な
種
類
で
す
。
自
然
環
境
が
維

持
さ
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
見
つ
か
っ
た

こ
の
カ
タ
ツ
ム
リ
を
世
代
を
超
え
て
ど

う
伝
え
、
守
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

阿
南
市
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
知
ら
れ
ざ
る

魅
力
と
と
も
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

阿
南
の
カ
タ
ツ
ム
リ

知
ら
れ
ざ
る
そ
の
多
様
性
と

魅
力

伊
島
の
サ
サ
ユ
リ
が

も
た
ら
す
生
物
多
様
性

吉井小学校で出前授業をするようす

生き物から見た阿南市の魅力再発見！地域活性化を考察

生物多様性
フォーラム

松田春菜さん （
まつだ はるな

）

1984年１月
７日生　佐那

河内村（北海道
出身）

徳島県立佐那
河内いきもの

ふれあいの里

ネイチャーセ
ンター専門研

究員

専門は貝類の
分類・生態

 問い合わせは　環境保全課（☎22ー3413）へ

日時   ２月８日 土　13:30～16：00

場所   ひまわり会館（富岡町北通33番地1）

※入場無料
本市では、阿南工業高等専門学校と連携し
て、阿南市に生息する貴重な生き物を皆さ
んに知っていただき、その保全や活用につ
いて一緒に考えていくために事業に取り組
んでいます。
阿南市に生息する生き物の魅力のとりこと
なり、調査・研究を進められている３人の
専門家に、生物多様性からみた地域活性化
策などについて熱く語っていただきます。
世界に誇れる阿南市の豊かな自然や生き物
たちを知ることができる絶好の機会ですの
で、ぜひご参加ください。

Ｒ
55
バ
イ
パ
ス

●
富
岡
小
学
校

富
岡
東
中
・
高
校

●

阿南図書館
●

●
阿
南
警
察
署

●
富
岡
東
郵
便
局

●
市
民
会
館

●阿南市役所
阿南ひまわり会館

至美波町 至美波町

至徳島至徳島

JR阿南駅

●商工業振興センター

地域活性化
を

考える討論
会も

実施します
！
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特集 豊かな生き物たちが生み出す 阿南の魅力と可能性

　

伊
島
に
は
と
て
も
美
し
い
花
、
サ
サ

ユ
リ
が
咲
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
サ
サ

ユ
リ
は
伊
島
だ
け
で
な
く
全
国
で
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
貴
重
な

サ
サ
ユ
リ
の
生
態
を
記
録
し
、
ど
う
す

れ
ば
回
復
で
き
る
の
か
を
考
え
る
た
め

に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

サ
サ
ユ
リ
は
自
家
不
和
合
性
と
い
う

特
性
が
あ
り
、
自
分
の
花
粉
で
種
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

ほ
か
の
株
の
花
か
ら
昆
虫
に
花
粉
を
運

ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
24
時

間
花
を
撮
影
す
る
と
、
サ
サ
ユ
リ
の
蜜み

つ

や
花
粉
を
食
べ
に
ス
ズ
メ
ガ
や
コ
ハ
ナ
バ

チ
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類
の
昆
虫
が
訪

花
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に

花
粉
を
た
く
さ
ん
運
ぶ
の
は
、
ス
ズ
メ

ガ
と
い
う
夜
に
飛
ぶ
大
き
な
蛾が

で
し
た
。

　

そ
こ
で
サ
サ
ユ
リ
の
に
お
い
の
強
さ

を
調
べ
て
み
る
と
、
昼
は
あ
ま
り
に
お

い
を
出
し
ま
せ
ん
が
、
午
後
８
時
頃
に

強
い
に
お
い
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
サ
サ
ユ
リ
が
蛾

に
見
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に
に
お
い
を

調
節
し
て
い
る
た
め
で
す
。

サ
サ
ユ
リ
と
花
を
訪
れ
る

昆
虫
の
生
態
学
的
な
結
び

つ
き
に
よ
っ
て
サ
サ
ユ
リ

が
も
た
ら
す
生
物
多
様
性

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
他

県
の
サ
サ
ユ
リ
や
徳
島
の

近
縁
種
ジ
ン
リ
ョ
ウ
ユ
リ

の
研
究
結
果
を
引
用
し
、

伊
島
の
サ
サ
ユ
リ
の
効
果

的
な
保
護
方
法
を
考
察
し

ま
す
。

　

毎
年
８
月
の
上
旬
に
、
大
学
の
野
外

実
習
で
伊
島
に
来
て
い
ま
す
。
最
初
に

来
た
の
が
１
９
９
８
年
で
、
２
０
０
３

年
か
ら
10
年
間
、
実
習
と
研
究
で
通
っ

て
い
ま
す
。

　

島
で
は
、
就
航
船
「
み
し
ま
」
の
船

長
さ
ん
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
桧
垣
旅
館

の
女
将
さ
ん
に
「
ま
た
来
ま
し
た
よ
」

と
挨
拶
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
潮
の
満

ち
引
き
に
応
じ
て
変
化
す
る
海
の
姿
や
、

海
洋
生
物
を
観
察
し
ま
す
。
大
潮
で
２

メ
ー
ト
ル
近
く
潮
が
満
ち
引
き
す
る
間
、

波
が
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
と
当
た
っ
て
カ
メ

ノ
テ
が
殻
を
開
い
て
蔓ま

ん

脚き
ゃ
く

を
出
し
入
れ

す
る
よ
う
す
や
、
マ
ツ
バ
ガ
イ
が
岩
の

表
面
を
動
い
て
藻
類
を
食
べ
て
い
く
よ

う
す
、
魚
の
し
が
い
に
群
が
る
イ
ソ
ニ
ナ

な
ど
時
間
が
経
つ
の
を
忘

れ
て
観
察
に
没
頭
し
ま
す
。

　

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
使
っ

て
、
潮
下
帯
の
生
物
も
観

察
し
ま
す
。
漬
物
石
ぐ
ら

い
の
岩
を
そ
っ
と
上
げ
て

み
る
と
、
ク
モ
ヒ
ト
デ
や

ア
ワ
ビ
の
子
ど
も
に
出
会

え
ま
す
。
目
が
慣
れ
て
く

る
と
、
岩
の
角
に
カ
サ
ゴ

が
じ
っ
と
し
て
い
る
姿
や

マ
ダ
コ
の
姿
も
見
え
て
き

ま
す
。

　

私
の
研
究
対
象
で
あ
る

伊
島
の
サ
サ
ユ
リ
が

も
た
ら
す
生
物
多
様
性

伊
島
、
良
い
島
、
す
ご
い
島

ササユリの蜜
みつ
を食べに来たスズメガ

長谷川雅美さん
 （はせがわま

さみ）

1958年２月
26日生　千葉

県白井市

理学博士
東邦大学理学

部生物学科教
授

専門は島嶼（と
うしょ）生物学

横田静香さん （
よこた しずか

）

1983年７月
12日生　福岡

市（阿南市出身
）

国立大学法人
九州大学工学

研究院

環境社会部門
　特任助教　

理学博士

専門は植物の
保全生態学

ヘ
ビ
や
ト
カ
ゲ
と
い
っ
た
爬は

虫
類
や
、

夜
に
観
察
で
き
る
大
き
な
シ
ー
ボ
ル
ト

ミ
ミ
ズ
、
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル
も
お
も

し
ろ
い
の
で
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
海

と
陸
の
自
然
を
満
喫
し
、
生
き
物
同
士

の
関
係
を
体
感
で
き
る
の
が
、
伊
島
の

最
大
の
魅
力
で
す
。
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ニュースオアシス

ゆるキャラ人気投票のお礼
小中学生にPRグッズをプレゼント 句会で子どもたちの感性を養う

男性がクリスマスケーキづくりに挑戦橋の長寿命化・耐震化工事進む

阿南市イメージアップキャラクター「あななん」が市内
の小中学校を訪れ、「ゆるキャラ」人気投票に協力して
くれたお礼として、児童・生徒の皆さんに「あななんＰ
Ｒグッズ」をプレゼントしました。
12月20日、富岡小学校の全校集会にサプライズ出演し
た「あななん」は、自己紹介をした後、肩からつるした
ポシェットから「あななんシール」を取り出し、全校児
童にプレゼント。児童を代表してシールを受け取った米
田優哉さん（６年）は「使うのがもったいないので家に
飾っておきたい」とうれしそうに話していました。「あ
ななん」は阿南中学校にも訪れ、「あななんメモ帳」を
プレゼントしました。

12月６日、羽ノ浦小学校で「次代を担う子どもの文化
芸術体験事業（文化庁）」が行われ、阿南ふるさと大使で
俳人の大高　翔さんによる句会が開かれました。子ども
たちは「気持ちの伝わる俳句のつくり方」について学ん
だ後、４人１組で句を詠み合い、代表者が自分以外の気
に入った作品を発表しました。
「友達と	どの手冷たい？	競い合う（６年・梶本莉加さん）」
を紹介した白川芽生さん（６年）。「冬にしかできない競
争をしている姿が目に浮かび、ほほ笑ましく感じました」
と評価しました。大高さんは、「句会は、他人の感性に
触れられ、豊かな人間性を育みます。上手な句を作ろう
とせず、自分の気持ちを誰かに伝えたいという思いを大
切にしてほしい」と話していました。

男性に家事を担うきっかけにしてもらう「男性料理教室」
が 12月24日にひまわり会館で行われ、男性たちがクリ
スマスケーキ作りに挑戦しました。作るのは、まきの形
に見立てたフランスのケーキ「ブッシュ・ド・ノエル」。
参加した24人は、料理研究家の渡辺純子さんから作り
方の説明を聞いた後、４～５人のグループに分かれ調理。
ロールした生地にチョコレートクリームを塗り、粉砂糖
を振り掛け、雪をかぶったような冬らしいケーキに仕上
げていました。ケーキづくりは３回目という越久村正明
さん（77歳・上中町）は「自分で作ってみなければ料
理の良さや大変さはわかりません。こうした機会に交流を
深めるのも意義深いものです」と話していました。

高度経済成長期に集中整備された橋の寿命を延ばすため、
市では、橋長15メートル以上の重要な橋について「長
寿命化修繕計画」を策定し、年次計画的に修繕工事を行
うことにしています。工事は、市が管理する74橋のう
ち、10橋を先行して行う予定で、現在、岩戸橋（新野町）
などで橋桁の補修や伸縮装置の取替、高欄補修などを施
工しています。また、文化橋（柳島町）をはじめとする
13橋において耐震化工事を進めています。
いずれの橋も、それぞれの地域生活を支え、災害時には
避難路や緊急物資輸送路となる重要な市道に架かるもの
であることから、早期に対策が講じられるよう、積極的
に取り組むことにしています。
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阿南道路　４車線化工事始まる 官民一体で地域医療体制の確立を支援
「阿南市地域医療確立対策協議会」発足

動物とふれあい 命の大切さを学ぶ795人が晴れて大人の仲間入り

一般国道阿南道路で、国土交通省四国地方整備局徳島河
川国道事務所による那賀川大橋付近の４車線化工事が始
まりました。工事区間は、那賀川町中島交差点付近から
西路見町江川交差点付近までの約 2.1㎞で、現在は、中
島交差点付近の高架橋を整備するための道路改良工事な
どが行われています。
那賀川大橋付近は、沿道からの出入り車両が多く、朝夕
の通勤時間帯などに慢性的な渋滞が発生しており、平成
24年度補正予算に事業費が計上されたことを受け、昨
年11月下旬から現地にて本格的工事に着手。同事務所
では、将来的にも交通量が増える見込みであることから、
一日も早い完成をめざしたいとしています。

12月20日、阿南医師会中央病院と阿南共栄病院との統
合を支援し、地域の医療資源の集約化による効率的な医
療提供体制の確立をめざす官民一体の組織「阿南市地域
医療確立対策協議会」が発足しました。
設立会議は市役所で行われ、阿南市のほか那賀町、美波
町から各種団体の長など39人が出席。会長に阿南商工
会議所会頭の平尾勲雄さんを選出し、事業計画（案）など
について協議しました。平尾会長は、「新しい医療施設
の設立を側面から支援していきたい」と力強くあいさつ
し、協力を呼びかけました。
今後は、関係機関と連携を図りながら、国などに効果的
な要望活動を行い、事業の促進を図ることにしています。

動物とのふれあいを通して動物愛護への理解を深め、命
の大切さを学ぶ「動物ふれあい移動教室」が１月７日に
郡教育集会所で行われ、宝田人権ふれあい子ども会の小
中学生など17人が参加しました。
子どもたちは、徳島県動物愛護管理センターの職員から、
県内で１年間に3000頭以上もの犬猫が捨てられている
現状や動物との正しい接し方、家庭で飼う際の注意点に
ついてくわしく学びました。同センターで保護されてい
る犬や猫、うさぎとふれあった子どもたちは、「犬や猫
がたくさん捨てられているなんてすごく悲しい」「動物
はきちんと責任を持って飼うべきだと思いました」など
と話し、命の大切さや重みを実感していました。

１月12日、市民会館で行われた「平成26年阿南市成人
式」には、該当者795人（男性433人、女性362人）の
うち616人の新成人が出席して、旧友との再会を喜び、
新たな決意を胸に大人への一歩を踏み出しました。岩浅
市長は「若い皆さんには素晴らしい未来が待っています。
いろいろなことに果敢に挑戦してほしい」と激励。新成
人代表の平井里奈さん（那賀川町）は、「大人として行
動に責任を持ち、ふるさとの誇りや今日の決意を忘れる
ことなく、前進していきたい」と二十歳の誓いを述べま
した。式は、新成人や高校生・市民スタッフにより運営
され、艶やかな振袖や袴に身を包んだ新成人の皆さんは、
スライド形式で上映された中学生の頃の写真を楽しむな
ど、手作りの式を満喫していました。
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あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

特
別
観
望
会

「
冬
の
一
等
星
を
全
制
覇
」

（
有
料
・
要
申
込
）

　

冬
は
、
一
等
星
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
望
遠
鏡
な
ど
を
使
っ
て
冬
の
一

等
星
を
す
べ
て
観
察
し
て
い
き
ま
す
。

日
時　
２
月
21
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

※
テ
ー
マ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

桃太郎の弟“桃次郎”の大冒険をお楽しみください。
日　時　２月23日㈰　19:00開演（18:30開場）
場　所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　全席指定　Ｓ席4,500円		補助席3,000円
　　　　　　　　　Ａ席4,000円
※３歳未満の方は入場できません。無料託児あり
ます。２月９日㈰までにお申し込みください。

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	劇団四季ファミリーミュージカル「桃次郎の冒険」

日　時　３月８日㈯　14:00開演（13:30開場）
場　所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　全席自由

一般2,000円　学生1,000円
※当日500円増し

※３歳未満の方は入場できません。無料託児ありま
す。２月28日㈮までにお申し込みください。

問い合わせは　情報文化センター
　　　　　　　（☎44－5000）へ

出演者

■	阿南市制施行55周年記念事業「月亭八方一門会」

■	夢ホールホワイエコンサート「はるいろフルート」
日　時			３月８日㈯　14:00 ～ 14:45
場　所　夢ホール（文化会館）
出演者　飯田　緑（フルート）
　　　　美馬かおり（ピアノ）
曲　目　愛の挨拶、精霊の踊り、
　　　　宵待ち草ほか
入場料　	500円（ワンドリンク付き）、
仲良しチケット（２人以上20％割引、
５人以上40％割引）※前売りのみ
※入場料は小学１年生から必要です。
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

懐かしく親しみやすいマンドリンの
演奏を存分にお楽しみください。
日　時　３月４日㈫　18:30開演
場　所　コスモホール
　　　　（情報文化センター）
ゲスト　ダ・カーポ
入場料　全席自由　2,500円（当日500円増し）
　　　　２枚セット　4,500円
　　　　３枚セット　6,000円
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	明治大学マンドリン倶楽部演奏会

月亭八方 月亭八光 月亭方正 月亭遊方
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属
し
て
、
つ
ま
り
「
御お

目め

見み

え
」
以
下
だ

っ
た
。
槍
、
鉄
砲
足
軽
は
三
人
扶
持
五
石

が
平
均
だ
っ
た
。
御
持
弓
は
三
人
扶
持
六

石
、
江
戸
勤
務
に
な
る
と
一
人
扶
持
一
石

の
加
贈
が
あ
っ
た
。
収
入
は
扶
持
（
一
人

扶
持
は
年
に
一
石
八
斗
二
升
五
合
）
を
合

わ
せ
る
と
年
額
十
石
四
斗
と
な
る
。
収
入

が
少
な
い
の
で
生
活
は
苦
し
か
っ
た
。
も

っ
と
も
、
拝
領
し
て
い
る
組
屋
敷
で
野
菜

果
物
を
作
っ
て
生
活
の
足
し
に
し
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
中
期
以
降
藩
財
政
の
悪

化
に
伴
い
家
臣
の
祿
を
減
ら
し
た
。
徳
島

藩
で
は
足
軽
か
ら
も
銀
一
歩
（
分
）
を
差

し
出
さ
せ
た
。

　

徳
島
藩
で
は
御
小
人
、
御
掃
除
御
番
人
、

諸
下
代
、
御
下
男
、
御
弓
の
中
で
特
に
功

労
の
あ
っ
た
者
は
、
格
付
（
幕
府
の
御
目

見
え
）
に
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
例
外
中
の
例
外
と
し
て
百
五
十
石
取

り
や
日
帳
格
、
小
奉
行
格
に
出
世
し
た
例

も
あ
る
。

　

余
談
だ
が
、
筆
者
も
「
カ
ラ
ス
」
を
経

験
し
た
。
カ
ラ
ス
を
三
カ
月
務
め
て
や
っ

と
一
等
兵
に
な
っ
た
。
一
等
兵
を
九
カ
月

務
め
た
が
実
に
長
く
感
じ
た
。
一
カ
年
が

過
ぎ
て
上
等
兵
と
な
り
機
関
学
校
へ
入
校

し
た
。
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
扱
い
が
よ
く

な
っ
た
。

　
（
終
わ
り
）

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
95

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

足軽

続
・
徳
島
藩
の
足
軽

　

足
軽
、
中ち

ゅ
う
げ
ん間、
下
人
は
旧
軍
隊
で
言
え

ば
「
下
士
官
兵
」
に
よ
く
似
て
い
る
。
足

軽
と
い
っ
て
も
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
あ
る

よ
う
に
、
下
士
官
兵
も
同
様
だ
。
曹
長

（
上
等
兵
曹
）
と
二
等
兵
で
は
月
と
ス
ッ

ポ
ン
の
違
い
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
明
治
建
軍
以
来
、
昭
和
二
十

年
敗
戦
で
軍
隊
が
消
滅
す
る
ま
で
身
分
差

は
厳
然
と
し
て
残
っ
て
い
た
。

　

明
治
時
代
、
士
官
は
別
格
と
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
兵
隊
は
中
士
（
准
士
官
）
下

士
（
下
士
官
）
兵
（
卒
）
と
し
て
ひ
と
く

く
り
に
扱
わ
れ
た
。
だ
か
ら
、
や
が
て
准

士
官
（
陸
軍
は
特
務
曹
長
後
に
准
尉
。
海

軍
は
兵
曹
長
、
上
等
兵
曹
の
時
代
も
あ

っ
た
）、
下
士
は
下
士
官
に
改
め
ら
れ
た
。

兵
は
上
等
兵
が
「
兵
」
で
、
一
等
兵
、
二

等
兵
は
兵
で
な
く
「
卒
」
だ
っ
た
。
だ
か

ら
兵
の
こ
と
を
「
兵
卒
」
と
い
っ
た
。

　

日
中
戦
争
時
、
陸
軍
に
「
輜し

ち
ょ
う
ゆ
そ
つ

重
輸
卒
」

と
い
う
兵
隊
が
い
た
。
二
等
兵
は
肩
章
に

星
が
一
つ
く
っ
付
い
て
い
た
が
、
輸
卒
は

「
赤
ベ
タ
」
だ
っ
た
。
任
務
は
馬
を
曳
い

て
荷
物
を
運
ぶ
仕
事
だ
っ
た
。
ザ
レ
歌
に

「
蝶
が
ト
ン
ボ
や
鳥
な
れ
ば
、
輸
卒
も
兵

隊
の
う
ち
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
海
軍

で
は
二
等
兵
は
「
カ
ラ
ス
」
と
い
わ
れ
た
。

階
級
章
が
な
い
か
ら
だ
。
一
等
兵
に
な
っ

て
や
っ
と
黄
線
一
本
が
付
い
た
。
陸
軍
だ

と
一
等
兵
は
星
二
つ
だ
。
昭
和
十
七
年
十

一
月
ま
で
二
等
兵
は
四
等
兵
と
い
わ
れ
た
。

も
っ
と
も
大
正
九
年
三
月
ま
で
五
等
兵
が

あ
っ
た
。

　

前
近
代
的
な
身
分
差
は
、
明
治
維
新
後

の
「
戸
籍
編
成
法
」
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

同
法
は
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
施
行

さ
れ
た
が
、
同
二
年
す
で
に
華
族
・
士
族

の
制
が
あ
り
、
旧
幕
臣
を
士
族
と
し
た
。

こ
れ
で
は
不
公
平
と
い
う
の
で
旧
藩
士
を

士
族
ま
た
は
卒
族
と
し
た
。
五
年
に
は
卒

を
廃
止
し
た
。
そ
れ
ま
で
士
族
以
外
に
華

族
、
卒
、
祠
官
、
僧
侶
、
平
民
が
あ
っ
た
。

　

明
治
時
代
、
海
軍
で
は
海
兵
、
火
夫
、

砲
夫
、
看
病
夫
等
と
呼
ば
れ
た
。
や
が
て

海
兵
は
「
水
勇
」
と
な
り
「
水
夫
」
と
な

っ
た
。

　

徳
島
藩
の
足
軽
以
下
は
無
格
奉
公
人
に

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
室
内
で
揚
げ
る
ミ
ニ
凧た

こ

を
作
ろ

う
」	

（
無
料
）

　

紙
の
よ
う
な
薄
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使

っ
て
小
さ
な
凧た

こ

を
作
り
ま
す
。

日
時	

２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
～
、
午
後

１
時
30
分
～
の
２
回

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

化
石
発
掘
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

　

来
館
さ
れ
た
方
が
自
由
に
化
石
発
掘
体
験

で
き
る
「
化
石
発
掘
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
設
し

ま
し
た
。
開
館
時
間
内
（
夜
間
を
除
く
）
で

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

　

発
掘
に
必
要
な
道
具
は
事
務
室
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
指
導
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所　
体
験
館
北
側

お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

（
無
料
）

　

科
学
実
験
や
科
学
工
作
を
楽
し
め
る
「
お

も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
２
月
下
旬
に
市
内
の

学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

実
施
日
時　
３
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
24
日
㈪
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ル
し
て
も
短
い
返
事
が
返
っ
て
来

る
だ
け
で
す
。

　

ふ
と
、
28
年
前
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
私
が
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
１
カ
月
ほ
ど
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
あ

の
頃
は
携
帯
も
パ
ソ
コ
ン
も
な
く
、

今
と
は
異
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
情

報
も
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
私

も
家
に
何
も
連
絡
し
な
か
っ
た
覚

え
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
日
、
日
本
に
い
る
母
が
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
固
定
電
話

へ
電
話
を
か
け

て
き
ま
し
た
。

英
語
が
全
く
話

せ
な
い
母
に
と

っ
て
、
と
て
も

勇
気
が
い
っ
た
だ
ろ
う
な
と
思
い

ま
す
。

　

き
っ
と
い
つ
か
娘
も
、
親
の
気

持
ち
が
わ
か
る
日
が
く
る
で
し
ょ

う
。
元
気
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
る

の
が
一
番
の
親
孝
行
で
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
武
市
智
子

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　

	

青
木
新
太
郎

征
き
し
兄
の
魂
と
思
え
り
「
雛こ
く
り
こ

罌
粟
」
は
大
地
を
割

り
て
盂
蘭
盆
に
咲
く

入
選　
　
　
　
　
　

	

新
居　

久
子

出
荷
す
る
お
米
裁
か
れ
ぱ
ん
ぱ
ん
と
一
等
の
印
笑
顔

で
座
る

入
選　
　
　
　
　

	

　

米
田　

啓
子

手
作
り
の
椅
子
に
座
布
団
三
つ
四
つ
無
人
駅
舎
に
一

人
汽
車
待
つ

入
選　
　
　
　
　
　

	

福
崎　

孝
子

捕
ま
え
し
昆
虫
草
生
に
放
ち
遣
り
今
宵
孫
等
は
高
速

に
乗
る

入
選　
　
　
　
　

	

　

近
藤　

芙
美

二
年
余
の
腰
痛
も
癒
え
朝
ご
と
に
テ
レ
ビ
体
操
足
ふ

ん
ば
り
て

入
選　
　
　
　
　
　

	

入
谷
五
十
鈴

帰
省
子
ら
寛く
つ
ろぐ

盆
の
リ
ビ
ン
グ
に
貴
方
の
魂
も
座
っ

て
い
た
か

入
選　
　
　
　
　

	

　

松
田　

英
美

ハ
ム
ス
タ
ー
生
れ
た
と
告
げ
に
駆
け
て
来
る
を
さ
な

の
髪
に
萩
の
風
吹
く

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

久
米　

千
草

「
今
で
し
ょ
」
と
仲
間
の
揃
う
年
忘

　

娘
が
、
大
学
を
休
学
し
て
シ
カ

ゴ
に
留
学
を
し
て
い
ま
す
。
シ
カ

ゴ
は
、
気
温
が
氷
点
下
30
度
ま
で

下
が
る
こ
と
も
あ
る
寒
い
所
で
、

治
安
も
悪
い
そ
う
で
す
。
こ
ち
ら

は
心
配
を
し
て

い
る
の
に
、
娘

は
あ
ま
り
連
絡

を
し
て
き
ま
せ

ん
。
た
ま
に
メ

ー
ル
が
き
た
と

思
っ
た
ら
、
お

金
の
こ
と
や
ら
、
お
腹
が
痛
い
や

ら
。
お
腹
が
痛
い
と
言
わ
れ
て
も
、

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
お
母
さ
ん

に
相
談
し
て
病
院
へ
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
ら
」
と
、
言
っ
て
あ

げ
る
く
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

も
っ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

も
連
絡
し
て
き
て
ほ
し
い
と
思
う

の
で
す
が
、
忙
し
い
の
か
連
絡
し

て
き
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
か
ら
メ
ー

　
　

横
手　

義
人

禅
寺
の
悟
り
の
窓
や
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　

長
田　

千
津

木
も
山
も
風
の
香
り
も
冬
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　

大
川　
　

功

五
十
年
免
許
返
納
年
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　

川
田　

政
子

大
工
事
重
機
林
立
冬
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　

車
田
マ
サ
子

雨
樋
に
雀
遊
び
て
冬
う
ら
ら

表
原　

清
美

朝
の
庭
掃
く
よ
り
拾
う
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
百
合
子

山
荘
の
入
口
狭
め
榾
木
積
む

大
平　

夏
子

籤
引
の
白
玉
ば
か
り
師
走
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

君
江

鳶
の
舞
う
峡
の
青
空
枯
木
立

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

鈴
木
レ
イ
子

風
の
よ
う
な
遊
び
心
で
余
生
編
む

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

よ
い
運
と
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
心
掛
け

　
　
　
　
　
　
　
　

酒
本　

敏
博

痛
い
手
も
こ
れ
な
ら
持
て
る
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

智
子

や
わ
ら
か
い
母
の
感
触
忘
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
実
子

靴
下
の
破
れ
気
付
か
ず
足
を
出
す

473

市
民
文
芸

親
の
心
、子
知
ら
ず

羽ノ浦町
椀田 美穂さん
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阿南市立図書館だより
２月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

☆ 蔵書点検による
特別休館日 ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

移動図書館車「ひまわり号」

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10：00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　２月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  6日㈭ 椿 泊 漁 協 前 14:30～15:00
12日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
13日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

14日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00～11:30
　 上 中 分 館 前 14:30～15:00

20日㈭ 山 口 分 館 前 14:30～15:00
大 潟 分 館 前 15:30～16:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
21日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

27日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 　 団 　 地 　 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。
問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

２月の巡回日程

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00		

としょかんライフ
“平成”時代小説ブーム到来、
おもしろい時代小説は！

Let’s enjoy

「文庫書き下ろし」時代小説は今
が旬！図書館の人気ジャンルの 1
つです。書店には時代小説だけを
並べた専門棚もあるようです。
図書館では利用者の皆さんからの
リクエストに応え、蔵書を充実さ
せ、羽ノ浦図書館では専門コーナ
ーを設けました。佐伯泰英の「居
眠り磐音」シリーズをはじめ池波
正太郎の「鬼平犯科帳」などドラ
マ化された作品もあり、剣豪もの
から捕物・人情・謎解きまで多彩
な本を取りそろえています。
まずは、図書館で文学散策をして、
お気に入りの本や作家を見つけて
みませんか。

▲こんな作品が人気です
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。４月号の締め切りは２月28日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

　 　ＳＮＳ利活用講座
Facebookで地域の魅力を
発信しよう！

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）を活用した地域情報発信講座を
開催します。
対象　観光・特産品などを利活用し、地域

の情報発信をしたいと考えている自
治体や企業、住民

日時　２月21日㈮　13:30～16:30
場所　ひまわり会館 2階　研修室うめ
定員　40人程度

※定員になり次第締め切り
受講料　無料
申込方法　電話で２月20日㈭までにお申
し込みください。（土・日・祝日は除きます）
問 公益財団法人ｅ ‐とくしま推進財団
　（☎088－621－3556）へ

　 　

阿波南部
シェアリング
ネイチャー
自然と遊ぼう
月例会

対象　小学生以上（幼児は保護者同伴）
日程　 ▼２月９日㈰　10:00～12:00 ／冬
の山を探検しよう（羽ノ浦町岩脇明見山）

▼３月９日㈰　10:00～12:00 ／春発見、
最後にみんなで春の詩を作ってみよう（阿
南市東部自然公園）
参加費　100円
※運動のできる服装で、帽子と水筒を持参
してください。
問 阿波南部シェアリングネイチャーの会
事務局　松田
（☎080－5665－1567）へ

医療フォーラム
「高齢者の在宅医療を考える」

交通遺児等育成資金貸付および
重度後遺障害者介護料支給

日時　２月20日㈭　13:45～16:30
場所　阿南保健所２階　大会議室
基調講演（13:55～15:15）　
「認知症の課題と基礎知識～認知症高齢者
の救急・災害医療も含めて考える～」
講師　東京都健康長寿医療センター
　　　研究所　研究部長　粟田主一さん
座長　阿南共栄病院　戎谷大蔵さん
シンポジウム（15:20～16:30）
高齢化時代を迎えて～より良く生きるため
に、地域の絆で命のバトンを紡ごう～
コーディネーター

▼阿南市医師会会長　岸　彰さん ▼阿南市
那賀郡歯科医師会会長　岡本好史さん
申込締切日　２月10日㈪
問 南部総合県民局保健福祉環境部（阿南）
防災・企画医療担当（☎22－0072）へ

夢ホールコンサート
出演者による
ミニコンサート

●懐かしい日本歌曲を中心に
日時　２月５日㈬　14:00～14:30
場所　富士医院（新野町）
出演者　山本綾子（ソプラノ）
　　　　植田理絵子（ピアノ）
●ジャジーな雰囲気をお楽しみください
日時　２月15日㈯　14:00～14:30
場所　阿南ルーテル教会（七見町）
出演者　井手端聡（クラリネット）
　　　　梅本敏行（ピアノ）
※入場無料
問 ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会
夢つくりあなん（☎23－5599）へ

第２回
農業体験講習受講者募集

実地体験を通じて農業の知識習得と技能向
上をはかる、初心者向けの講習会です。

対象　50歳以上
日時　２月25日㈫～27日㈭　
　　　10:00～15:00
場所　向原町（横手石油さん東隣り）
内容　トマト等のトンネルハウス栽培、花

の植え替えなど
定員　10人程度（申込順）
受講料　無料
応募方法　２月10日㈪～14日㈮の間に電
話でお申し込みください。ただし、11日
㈷は除きます。（受付 9:00～16:00）
問 阿南市シルバー人材センター
（☎23－2630）へ

【交通遺児等へ育成資金貸付け】
義務教育修了まで育成資金（無利子）が借りられます。
対象者　自動車事故により死亡または重度後遺障害者となられた方の０歳から中学校卒業ま

でのお子さま
貸付金額　●一時金155,000円　●毎月20,000円　●入学支度金44,000円
返済期間　中学卒業後20年以内
　　　　　（高校・大学等に進学する場合は、卒業まで返済開始は猶予）
【重度後遺障害者へ介護料支給】
対象者　自動車事故が原因で、脳・脊髄または胸腹部臓器を損傷し重度の後遺障害を持ったた

めに、常時または随時の介護が必要な状態にある方
支給金額　①常時の介護が必要な方のうち「重度後遺障害診断書」で症状が「最重度」であると

認められた方：月額68,440円～136,880円 ②①以外で常時の介護が必要な方：月
額58,570円～108,000円 ③随時の介護が必要な方：月額29,290円～54,000円

問 （独）自動車事故対策機構徳島支所（☎088－631－7799）へ

高校生のための英語活動ひろば
ＡＣＥ（エース）

学校で習っている英語表現を実際に使って、
ALT（外国語指導助手）たちと会話し、英
語が通じる喜びを感じてみませんか。お友
達も誘って気軽にご参加ください。
日時　２月９日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館１階　小会議室
対象　高校生　　参加費　無料
問 英語活動ひろばACE事務局　土井
（☎23－5875）へ　※19:00以降

県南いきいきテニス大会
参加チーム募集

日時　３月２日㈰　9:00～17:00
場所　南部健康運動公園テニスコート
試合　シニアチーム対抗戦

1チーム６人（男性４人・女性２人）
とします。

参加費　１チーム6,000円
申込締切日　２月21日㈮
問 阿南市テニス協会　田井
（☎44－5290）へ

山本綾子
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

映画
「ペコロスの母
に会いに行く」

2013年キネマ旬報第１位 !!
豪華キャストと日本映画の底力が集結。
笑いと愛をおとどけします。
日時　２月16日㈰ ①10:30～②14:00～
場所　市民会館
入場料　一般・大学生　前売り1,000円
　　　　　　　　　　　当日　1,300円
　　　　小・中・高生、会員　800円
　　　　シニア　1,000円
問 あなんで映画をみよう会　阿部
（☎090－2788－5465）へ

「相続登記はお済みですか月間」
相談会 

市民劇団ふるさと創作ミュージカル

「新開桜」公演に伴う広告主募集

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　２月14日㈮　10:00～15:00
場所　ひまわり会館２階　研修室うめ
内容　相続登記に関する相談
問 徳島県司法書士会
（☎088－622－1865）へ

人を思いやる強さと、今やらなければいけ
ないこと、そして先祖に感謝し、今を生き
ていかなければならない命の大切さを伝え
るミュージカルです。
掲載枠（掲載料）
●チケット広告
各部1,000枚作成するチケットの裏面
（全面）に掲載します。（30,000円）
※希望する部をお伺いします。

●プログラム広告
ご芳名を掲載したプログラム2,800部作
成して当日に配布します。（5,000円）

募集期間　２月10日㈪まで
公演日　５月５日（昼の部、夜の部）
　　　　５月６日（朝の部、昼の部）
問 市民劇団ふるさと創作ミュージカル
「新開桜」事務局（☎22ー1798）へ

若者の就労相談会 （予約制） 

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　２月13日㈭、27日㈭ 13:00 ～ 17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
（☎088－602－0553）へ

日時　２月８日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート
とは何か、相続の手続き、成年後見制度な
どに関する相談
問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－626－2083）
土・日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

阿南市婦人連合会
第４回大運動会開催

みんな集まれ！寒さなんかぶっ飛ばせ！パ
ワー全開婦人会！
日時　２月11日㈷　10:00～
場所　スポーツ総合センター
参加費　無料
申込方法　各地域の婦人会会長までご連絡
ください。
問 阿南市婦人連合会　池添
（☎090－1576－7714）へ

「声の広報」ボランティア募集

「広報あなん」をテープとＣＤに吹き込ん
でいただけるボランティアを募集します。
活動は月２回で、原稿の読み合わせやテー
プ・ＣＤへの録音を行います。あなたの声
の力をお貸しください。
※パソコン操作ができる方歓迎

問 社会福祉協議会（☎23－7288）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集

訓練科　電気設備科
　　　　住宅リフォーム技術科
訓練期間　４月１日㈫～９月29日㈪
対象　公共職業安定所に求職の申し込みを

している方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　２月３日㈪～３月３日㈪
問 ポリテクセンター徳島
（☎088－654－5102）へ

チャリティーパーティー
第13回「ダンスの集い」 

日時　２月９日㈰　13:00～16:00
場所　ひまわり会館　大ホール
会費　1,000円
主催　国際ソロプチミスト阿南

問 阿南市文化協会所属 マドンナダンスク
ラブ　吉田（☎27－0154）へ

文化あなん
第17号
原稿募集

中学・高校生を含む市民の皆さまから文化
あなん第17号の原稿を募集します。
募集内容　俳句、短歌、川柳、漢詩、随筆

など
掲載料　無料
原稿締切日　３月15日㈯
※編集委員会による選考があります。
※投稿規定など、くわしくは文化振興課
（文化会館内）でお受け取りください。
問 阿南市文化協会事務局　松浦 孝
（☎090－1572－6070）へ
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健康いきいき情報

がん検診のご案内

■胃がん肺がん検診（申込不要）
実施日　２月13日㈭
受付　9:00～10:00
場所　ひまわり会館
内容　胃がん、肺がん
　　　検診

■婦人がん検診
実施日　２月25日㈫
受付　9:00～10:00、13:30～14:30
場所　ひまわり会館
内容　乳がん（要予約・保健センター

へ）、骨粗しょう症検診

医療機関での婦人がん検診
診療時間内において３月末まで受診するこ
とができます。

■子宮頸がん検診（２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約）

阿南医師会中央病院（要予約）
木下産婦人科内科医院
森本内科胃腸科

対象　20歳以上の女性の方

■乳がん検診（２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約）

阿南医師会中央病院（要予約）
対象　40歳以上の女性の方

※子宮頸がん・乳がん検診は市外指定医療
機関でも受診できますが、問診票が必要です。

問 保健センター（☎22－1590）へ　

阿波踊り体操教室

日時　２月14日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、

健康手帳（無い方は交付します）
問 保健センター（☎22－1590）へ　

乳がんを予防するための講演会

日時　2月12日㈬　13:30～15:00
　　　　　　　　　（受付 13:00～）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
内容　「乳がん検診について」
講師　とくしま未来健康づくり機構
　　　医長　小笹皓雍さん
※入場無料・申込不要
問 保健センター（☎22－1590）へ　

問 徳島県赤十字血液センター
（☎088－631－3200）へ

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、

講話「寒くても身体を動かし、筋力
アップ！」講師：理学療法士

持参物　健康手帳（無い方は交付します）

達者でおろな健康教室

２月の日程 場　　　所

  4日㈫
10：00～11：30 新 野 公 民 館

13：30～15：00 宝 田 公 民 館

  5日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

10日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長 生 公 民 館

12日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加茂谷総合センター

14日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽 ノ 浦 公 民 館

18日㈫ 10：00～11：30 中 林ふれあい会館

24日㈪
10：00～11：30 大 野老人憩いの家

13：30～15：00 橘 町総合センター

25日㈫
10：00～11：30 椿 公 民 館

13：30～15：00 椿 泊老人憩いの家

　 　
健康相談 (体組成測定)

日時　２月７日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定

個別健康相談、介護の相談、栄養相談
コーナー

対象　市内在住の方
持参物　健康手帳、健診の結果など
問 保健センター（☎22－1590）へ　

　 　健康とくしま“ウォーキング・ラリー”事業

～阿南の町あるきを楽しんで、
メタボ・ロコモ予防にチャレンジ～

日時　２月23日㈰　9:45～（受付9:15～）
集合場所　牛岐城趾公園
コース　阿南公園を往復します
参加費　300円　※ポール貸出200円
申込方法　電話またはファクシミリでお申
し込みください。ファクシミリの場合は、
住所、氏名、年齢、電話番号を記入して送
信してください。
申込締切日　２月22日㈯
問 全日本ノルディック・ウォーク徳島県
支部準備室（☎ 088－669－6223・
FAX 088－642－5003）へ

 献血にご協力を（２月）実施日 採血場所 所在地 採血時間

  5日㈬
南部テクノスクール 桑野町 9：30～10：50

日 亜 化 学 工 業 ㈱
新 野 工 場 新野町 11：30～13：00

13日㈭ フ ジ グ ラ ン 阿 南 領家町 10：00～12：30

19日㈬

南 部 総 合 県 民 局
阿 南 庁 舎 富岡町 9：30～11：00

阿南医師会中央病院 宝田町 12：40～14：10

国 土 交 通 省
四 国 地 方 整 備 局
那賀川河川事務所

領家町 15：00～16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方もご協力ください。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

平成26年度「サポートママ」募集

こどもたちが好きな方で、乳幼児健診や相
談の場で子育て中のお母さん方を、サポー
トしてくださるボランティアを募集してい
ます。希望される方は、電話でお申し込み
ください。
募集期間　２月３日㈪～28日㈮
問 保健センター（☎22－1590）へ　

かもだ岬温泉保養センター
【２月の休館日】
　 ３日㈫、10日㈪、17日㈪、

24日㈪　

問 同センター（☎ 21－ 3030）へ

今年度
最後の
集団検診
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２月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

手洗い・うがい・咳
エチケットに加え、
部屋の加湿や換気も
心がけましょう。
特に冬に流行しやす
い感染症とその対策
ポイントです。

【感染性胃腸炎】
特にノロウイルスは感染力が強く、流行を
繰り返します。おう吐物、便の処理時の消
毒には漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム 0.1
％）を用いて、看護する方は手洗いをしっ
かりしましょう。

【インフルエンザ】
ウイルスは咳やくしゃみのしぶきにひそん
でいます。咳エチケットやマスクで自分と
周囲の人の体を守りましょう。ウイルスは
乾燥した空気を好むので、加湿のため、濡
れタオルをつるしておくのも良い方法です。

【ＲＳウイルス】
発症の中心は０歳～１歳児で主な症状は発
熱や鼻汁です。年長児や大人は軽症ですむ
ことが多く、感染に気づかないことがあり
ます。乳児と接する機会がある方で、風邪
症状が出ている時は手洗い・うがいやマス
クをしてから接しましょう。

問 保健センター（☎22－1590）へ

卵の殻を使っておひなさま作りをします。
顔出しパネルもあるので、おひなさまやお
だいりさまにも変身できます。お好きな時
間にお越しください。（所要時間30分程度）
日時　２月６日㈭　10:00～15:00
　　　（12：00～13：00は昼休憩）
場所　社会福祉会館２階
※申込み不要、参加費無料
問 阿南ファミリーサポートセンター
　（☎24－5550）へ

たまごのおひなさまを作ろう

感染症にご注意ください！

子どもと保護者間の交流の場です。
時間　9:30～11:30
日程　14日㈮　桑野公民館
　　　26日㈬　福井公民館
　　　28日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
4日㈫、7日㈮、12日㈬、18日㈫、21日㈮、
25日㈫
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
２月

（※＝要予約）
  3日㈪　おにのお面作り
  6日㈭　英語で遊ぼう
  7日㈮　高齢者とのふれあい会※
10日㈪　看護師による健康相談・発育計測
13日㈭　ミュージックケア(乳児)※
14日㈮　バレンタインデープレゼント作

り※
17日㈪　発育計測
19日㈬　ミュージックケア（幼児）※
20日㈭　お誕生会
24日㈪　おひなさま作り
26日㈬　お店ごっこ
28日㈮　おはなしころりん

問 那賀川子育て支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00
２月

１年でいちばん寒い 2 月。雪の舞う日
や氷の張る冷たい朝もありますが、子ど
もたちは手を真っ赤にしながら「雪だる
まつくりたい」「氷見つけた！」と寒さ
も忘れて戸外へと飛び出して行きます。
冬の自然事象は、子どもたちの好奇心を
かきたてます。「どうして大きな雪（ぼ
たん雪）はすぐにとけるの？」「なぜ 暗
い ( 日陰 ) ところの氷は厚いの？」とさ
まざまなことに気づきます。霜柱を踏み
ながら「サクサクッていう音がする！」
と歓声をあげます。
幼児期は、直接体験を通して自然の不思
議さに気づいたり、どうしてだろうと考
えたりする力を育みます。また、心を動
かされる体験は、好奇心や探求心の芽生
えを育むことにつながり、学びの基礎を
培うために大切なものとなるのです。
 学校教育課 

子 育 て 一 言 メ モ

－好奇心・探求心を育む－

  4日㈫　うたって遊ぼう
  7日㈮　パネルシアターであそぼう
14日㈮　人形劇　10：20～
    　　　お子様ランチ
18日㈫　お誕生会
21日㈮　おひなさまを作ろう
25日㈫　子育て教室10：15～
　　　　「幼児の発達としつけについて」
    　　　講師：徳島文理大学名誉教授　

寒川伊佐男さん
28日㈮　保健師による身体計測　
    　　　10：00～11：00

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

  4日㈫　保健師による身体計測
※母子手帳をご持参ください
「冬の保健衛生についての話」

18日㈫　おはなしのポケット
25日㈫　お誕生会・小麦粉粘土で遊ぼう

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  4日㈫　おはなしだいすき
18日㈫　作って遊ぼう（おひなさま）
20日㈭　子育て講座
25日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  4日㈫　子育て講座
講師：仁木小弥香さん（助産師）

12日㈬　みんなでクッキング　
18日㈫　おはなしのポケット
25日㈫　お誕生会＆ひなまつり会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

て ひ ろ ば育子
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ぶ
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て
も
大
き
く
感
じ
ら
れ
、「
私
た
ち
も

頑
張
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
逆
に
励
ま
さ
れ

た
気
が
し
て
い
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
謳お

う

歌か

す
る
旧
友
と
の
再
会

奥
田 

文
子	

さ
ん　
（
見
能
林
町
）

⑽

　

２
０
１
２
年
11
月
11
日
、
徳
島
新
聞
朝

刊
に
、
奈
良
の
東
大
寺
で
、
奈
良
徳
島
県

人
会
員
な
ど
で
つ
く
る
「
阿
波
踊
り
同
好

会
」
が
、
災
害
復
興
を
祈
願
し
て
阿
波
踊

り
を
奉
納
し
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
時
期
に
阿
波
踊

り
で
す
っ
て
！
」
と
驚
い
た
の
で
す
が
、

よ
く
見
る
と
、
大
仏
連
（
奈
良
市
）
の
連

長
、
長
尾　

弘
さ
ん
と
あ
り
ま
す
。
も
し

か
し
て
長
尾　

弘ひ
ろ
む

君
。

　

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
し
た
。
彼
は
、
中
学

時
代
の
同
級
生
で
す
。
歌
が
と
て
も
上
手

で
、
音
楽
会
で
独
唱
し
て
い
た
姿
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
彼
と
、
昨

年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
女
性
会
議

〈
男
女
共
同
参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
）」

で
再
会
し
た
の
で
す
。

　

長
尾
さ
ん
は
、
第
５
分
科
会
（
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
）
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇

し
ま
し
た
。
地
元
に
い
る
同
級
生
も
応
援

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
み
ん
な
大
喜
び
。
ま
る
で
同
窓
会
を
し

て
い
る
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

　

第
５
分
科
会
は
、
幸
せ
な
齢よ

わ
いで
あ
り
た

い
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、「
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
～
豊
か
に
輝
い
て
、
と
も
に
生
き

る
幸
齢
社
会
～
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
長

尾
さ
ん
は
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
こ

う
語
り
ま
し
た
。

　
「
豪
快
な
男
踊
り
と
し
な
や
か
な
女
踊

り
が
魅
力
の
阿
波
踊
り
。
江
戸
時
代
か
ら

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
奥
深
さ
や
醍
醐
味

を
感
じ
ま
す
。
あ
の
二
拍
子
を
聞
く
と
踊

り
た
く
て
う
ず
う
ず
す
る
私
は
、
東
大
寺

に
お
願
い
し
て
『
大
仏
連
』
を
結
成
。
踊

り
の
輪
は
広
が
り
、
連
員
は
65
人
ま
で
増

え
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
阿
波
踊
り
は
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
そ
の
も
の
。
体
力
の
続
く

限
り
踊
り
た
い
し
、
奈
良
の
地
で
徳
島
の

伝
統
文
化
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

　

還
暦
の
同
窓
会
で
聞
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
、
彼
の
第
二
の
人
生
へ
の
思
い
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

長
尾
さ
ん
は
、
就
職
を
機
に
40
数
年
間
、

関
西
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
波
踊
り

が
大
好
き
で
、
現
在
は
連
長
と
し
て
そ
の

魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。
県
外
に
い
な
が

ら
も
、
徳
島
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
奈

良
県
と
徳
島
県
の
懸
け
橋
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
誇
り
に

思
い
ま
す
。
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
も
、
そ
の
心
意
気
が
十
分
に
伝
わ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
波
踊
り
は
、
今
回
の
日
本
女
性
会
議
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２月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ

●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

５日㈬・19日㈬　17：15～18：15　市役所本庁１階

穏やかな３日間でした。今年は記念大会ということもあり、ロードバイク（自転車）で取材を断行。牟岐町では沿道から声援を送るお遍路さん
に遭遇し、勝浦町では全チームを応援する手作りの横断幕が沿道を彩っていました。車取材では決して見ることができない光景に思わず感動。
地域色あふれる応援合戦もまた、徳島駅伝の魅力の一つです。それにしてもしんどかった…。（山田）
忠魂碑前の広場から見える景色は、天気の良い日には伊島まで望めるとのこと。毎年心を込めて清掃を行っている場所だけに、「石仏クラブ」
の皆さんの思い入れもひとしおです。個人的には、取材させていただいた次の日に筋肉痛になり、運動不足を痛感しました。次からはこんなこ
とのないよう、普段から運動に励まなければ。（相田）

編集室の

窓

２月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納め忘れはありませんか？今一度、確認をお願いします。

日曜相談窓口  23日㈰  8:30～17:00（市役所 1 階納税課）

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

２日 岸医院 富 岡 町 ☎23ー0272

９日 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27ー0047

11日 殿谷整形外科医院 津乃峰町 ☎27ー3334

16日 玉 病院 宝 田 町 ☎23ー0551

23日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23ー3600

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

２月の休日・夜間診療

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設２月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 3・10・17・24日

那賀川スポーツセンター 5・12・19・26日

羽ノ浦総合国民体育館 3・10・17・24日

羽ノ浦健康スポーツランド 3・10・17・24日

県南部健康運動公園 4・12・18・25日

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

２月の相談

法律相談（要予約） ６日㈭・20日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 25日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 28日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 13日㈭
時 13:30～16:00　所 富岡公民館・那賀川社会福祉
会館応接室　問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 21日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 子育て家庭教育支援チーム　☎42−3885

心配ごと相談 ３日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 4・18・25日　時 13:00～17:00
日 14・28日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月はありません。
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※３月の相談日は６日㈭です。

人口と世帯数

人口　 76,775 人 （−47）
（男） 36,998 人 （−46）
（女） 39,777 人 （− 1）

世帯数　30,063世帯（＋ 4）
※平成25年12月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22－1796）へ

分割納付の第３期
２月28日㈮
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見
能
林
駅
の
線
路
を
越
え
た
少
し
先
、
２
４

８
段
の
階
段
を
上
る
と
、
地
域
一
帯
を
見
渡
せ

る
小
高
い
広
場
が
あ
り
、
奥
に
は
忠
魂
碑
が
ひ

っ
そ
り
と
た
た
ず
む
。
こ
の
忠
魂
碑
の
周
り
を

毎
年
清
掃
し
て
い
る
の
が
、「
石
仏
ク
ラ
ブ
」

の
皆
さ
ん
だ
。
昨
年
12
月
８
日
、
階
段
の
落
ち

葉
を
掃
き
、
木
の
枝
を
せ
ん
て
い
し
、
広
場
の

草
を
刈
っ
た
。「
階
段
が
急
や
け
ん
、
清
掃
す

る
ん
も
大
変
な
ん
よ
」。
そ
う
言
い
な
が
ら
も
、

表
情
は
晴
れ
や
か
だ
。

　

住
民
の
転
出
入
が
多
い
市
街
地
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
だ
っ
た
石

仏
地
区
。
ま
ち
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
と
、

地
元
の
有
志
が
一
念
発
起
し
て
、
昭
和
54
年
に

「
石
仏
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ
せ
た
。
活
動
は
忠

魂
碑
の
清
掃
奉
仕
に
加
え
、
町
内
美
化
活
動
や

小
学
校
運
動
会
の
お
世
話
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
。
第
18
代
会
長
を
務
め
る
森
野
秋
佳
さ
ん

（
63
歳
）
は
、「
皆
で
集
ま
っ
て
行
事
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
親
睦
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。
発
足
30
周
年
に
制
作
し
た
お
揃
い
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
が
、
そ
の
結
束
力
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

清
掃
奉
仕
を
始
め
た
の
は
、
20
年
以
上
も

前
。
き
っ
か
け
は
、
そ
れ
ま
で
忠
魂
碑
を
管

理
し
て
き
た
遺
族
会
の
皆
さ
ん
の
高
齢
化
が

進
み
、
階
段
を
上
り
下
り
し
て
の
清
掃
が
難

し
く
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
か

ら
。「
何
か
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
代
わ
り
に
清
掃
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」。森
野
さ
ん
は
そ
う
振
り
返
る
。「
別

に
誰
か
に
知
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い
。

た
だ
皆
、
こ
の
地
域
が
好
き
だ
か
ら
や
っ
て

い
る
こ
と
な
ん
で
す
。
今
後
は
そ
れ
を
引
き

継
ぐ
若
者
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
う

れ
し
い
で
す
ね
」。

　

今
あ
る
遺
産
や
景
観
を
守
る
だ
け
で
は
な

く
、
先
の
こ
と
も
見
据
え
て
い
る
。
忠
魂
碑

前
の
広
場
は
、
万
が
一
の
地
震
発
生
時
に
は

住
民
の
避
難
場
所
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
、
古
く
な
っ
た
手
す
り
や
階
段
の

修
理
も
検
討
し
て
い
る
。
地
域
に
伝
わ
る
遺

産
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
、
活
用
し
、
そ

し
て
未
来
へ
と
受
け
継
い
で
い
く
。「
石
仏

ク
ラ
ブ
」
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
は
、

地
域
の
理
想
的
な
あ
り
方
を
体
現
し
て
い
る
。
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